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第２章 保護者調査の結果 

１ あなたやあなたの世帯のことについて 

問１ お子さんからみたあなたの続柄をお答えください。（１つに○） 

こどもからみた続柄についてみると、「母親」が 81.1％と最も多く、次いで「父親」が 17.6％となっ

ています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では周辺層、中学生保護者では困窮層で、他の層と比べて

「母親」の割合が低くなっています。 

 

問２ あなたの年齢を教えてください。（数字を記⼊） 

回答者の年齢についてみると、「45～49 歳」が 35.6％と最も多く、次いで「40～44 歳」が

29.5％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では生活困難層ほど「35～39 歳」の割合が高くなる傾向

がみられます。 

 

問３ 現在のあなたの婚姻状況を教えてください。（１つに○） 

婚姻状況についてみると、「結婚している（事実婚を含む）」が 94.8％と最も多く、次いで「離婚（別

居中を含む）」が 3.1％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「離婚（別居中を含む）」

の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

  

ｎ ⺟親 父親 祖⺟ 祖父 兄弟姉妹 その他 施設職員 不明・無回答
1,714 81.1 17.6 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 1.2

困窮層 32 84.4 15.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
周辺層 86 76.7 23.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
一般層 561 84.1 15.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
困窮層 36 72.2 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.6
周辺層 79 81.0 19.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
一般層 499 80.6 19.2 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0

全体

小学生

中学生

％

ｎ 35歳未満 35〜39歳 40〜44歳 45〜49歳 50〜54歳 55〜59歳 60歳以上 不明・無回答
1,714 0.6 9.3 29.5 35.6 18.4 3.6 0.8 2.3

困窮層 32 3.1 21.9 40.6 18.8 9.4 0.0 0.0 6.3
周辺層 86 1.2 16.3 51.2 22.1 8.1 0.0 1.2 0.0
一般層 561 0.7 13.9 36.9 35.3 10.5 1.2 0.4 1.1
困窮層 36 0.0 8.3 22.2 27.8 25.0 5.6 2.8 8.3
周辺層 79 0.0 5.1 22.8 41.8 24.1 2.5 2.5 1.3
一般層 499 0.2 3.6 17.8 41.5 27.9 7.6 1.0 0.4

小学生

中学生

全体
％

ｎ
結婚している
（事実婚を含
む）

離婚（別居中を
含む）

死別 未婚 不明・無回答

1,714 94.8 3.1 0.7 0.3 1.1
困窮層 32 87.5 12.5 0.0 0.0 0.0
周辺層 86 95.3 2.3 2.3 0.0 0.0
一般層 561 97.5 1.8 0.4 0.4 0.0
困窮層 36 80.6 13.9 0.0 0.0 5.6
周辺層 79 91.1 8.9 0.0 0.0 0.0
一般層 499 94.8 3.8 1.0 0.4 0.0

全体

小学生

中学生

％
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問４ あなたのお住まいの地区を教えてください。（１つに○） 

居住地区についてみると、「豊洲地区」が 28.1％と最も多く、次いで「砂町地区」が 13.2％となって

います。 

 

 

問５ お子さんと同居しているご家族の人数を教えてください（あなたとお子さんも含む）。
単身赴任しているご家族も含めてください。（数字を記⼊） 

同居家族の人数についてみると、「４人」が 52.6％と最も多く、次いで「３人」が 22.3％となってい

ます。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困難層・周辺層で「6 人以上」の割合が

一般層と比べて高くなっています。 

 
 

問６ お子さんと同居しているご家族（お子さんからみた続柄）はどなたですか。それぞ
れ人数も教えてください。（あてはまる番号すべてに○、人数は数字を記⼊） 

同居している家族（子からみた続柄）についてみると、「父親」が 93.1％と最も多く、次いで「母親」

が 92.8％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「父親」の割合が低く、「兄・姉」

の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

 

【同居している人数（祖父）】 

 

 

ｎ 白河地区 富岡地区 豊洲地区 小松橋地区 東陽地区 ⻲⼾地区 大島地区 砂町地区 南砂地区 不明・無回答
1,714 9.2 5.3 28.1 6.6 7.5 11.3 10.2 13.2 7.4 1.3

困窮層
全体
％

ｎ ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 不明・無回答
1,714 1.7 22.3 52.6 17.2 4.8 1.3

困窮層 32 3.1 18.8 46.9 21.9 9.4 0.0
周辺層 86 2.3 15.1 47.7 24.4 10.5 0.0
一般層 561 1.1 23.9 54.7 17.6 2.7 0.0
困窮層 36 0.0 16.7 38.9 19.4 19.4 5.6
周辺層 79 2.5 24.1 44.3 15.2 13.9 0.0
一般層 499 2.6 24.0 50.5 17.6 5.2 0.0

全体

小学生

中学生

％

ｎ 父親 ⺟親 祖父 祖⺟ 兄・姉 弟・妹 その他の親せき その他 不明・無回答
1,714 93.1 92.8 2.6 3.3 37.4 42.5 0.3 0.4 1.7

困窮層 32 81.3 96.9 0.0 0.0 53.1 50.0 0.0 3.1 3.1
周辺層 86 91.9 94.2 5.8 8.1 44.2 48.8 0.0 0.0 2.3
一般層 561 95.9 93.2 2.7 2.5 36.7 41.0 0.0 0.2 1.2
困窮層 36 83.3 97.2 8.3 8.3 52.8 52.8 2.8 5.6 2.8
周辺層 79 91.1 94.9 2.5 6.3 38.0 50.6 0.0 0.0 0.0
一般層 499 93.6 93.6 2.8 3.8 36.3 41.5 0.4 0.4 0.8

中学生

全体

小学生

％

ｎ １人 ２人 不明・無回答
44 84.1 0.0 15.9

困窮層 0 0.0 0.0 0.0
周辺層 5 100.0 0.0 0.0
一般層 15 86.7 0.0 13.3
困窮層 3 100.0 0.0 0.0
周辺層 2 100.0 0.0 0.0
一般層 14 78.6 0.0 21.4

％
全体

小学生

中学生
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【同居している人数（祖⺟）】 

 

【同居している人数（兄・姉）】 

 

【同居している人数（弟・妹）】 

 

【同居している人数（その他の親せき）】 

 

【同居している人数（その他）】 

 

  

ｎ １人 ２人 不明・無回答
56 94.6 1.8 3.6

困窮層 0 0.0 0.0 0.0
周辺層 7 100.0 0.0 0.0
一般層 14 92.9 7.1 0.0
困窮層 3 100.0 0.0 0.0
周辺層 5 100.0 0.0 0.0
一般層 19 100.0 0.0 0.0

小学生

％
全体

中学生

ｎ １人 ２人 ３人以上 不明・無回答
641 81.9 14.5 2.2 1.4

困窮層 17 82.4 11.8 5.9 0.0
周辺層 38 86.8 7.9 5.3 0.0
一般層 206 86.4 11.2 1.5 1.0
困窮層 19 68.4 26.3 5.3 0.0
周辺層 30 73.3 20.0 6.7 0.0
一般層 181 77.9 16.0 2.8 3.3

％
全体

小学生

中学生

ｎ １人 ２人 ３人以上 不明・無回答
729 78.6 17.3 1.6 2.5

困窮層 16 68.8 31.3 0.0 0.0
周辺層 42 83.3 14.3 2.4 0.0
一般層 230 77.4 17.8 0.9 3.9
困窮層 19 68.4 26.3 5.3 0.0
周辺層 40 65.0 27.5 7.5 0.0
一般層 207 78.3 16.9 1.9 2.9

％
全体

小学生

中学生

ｎ １人 ２人以上 不明・無回答
5 60.0 40.0 0.0

困窮層 0 0.0 0.0 0.0
周辺層 0 0.0 0.0 0.0
一般層 0 0.0 0.0 0.0
困窮層 1 100.0 0.0 0.0
周辺層 0 0.0 0.0 0.0
一般層 2 50.0 50.0 0.0

全体

小学生

中学生

％

ｎ １人 ２人以上 不明・無回答
7 71.4 14.3 14.3

困窮層 1 100.0 0.0 0.0
周辺層 0 0.0 0.0 0.0
一般層 1 100.0 0.0 0.0
困窮層 2 100.0 0.0 0.0
周辺層 0 0.0 0.0 0.0
一般層 2 0.0 50.0 50.0

中学生

％

小学生

全体
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問７ お子さんのご両親の国籍にあてはまる番号を、それぞれ教えてください。（１つに○） 

両親の国籍についてみると、母親では「日本」が 93.2％、「日本以外」が 4.7％となっています。父

親では「日本」が 93.1％、「日本以外」が 4.5％となっています。 

学年・生活層別にみると、母親については小学生保護者では困難層で「日本以外」の割合が高くなっ

ています。父親については小学生保護者で生活困難層ほど「日本以外」の割合が高くなる傾向がみら

れます。 

【⺟親】 

 

【父親】 

 

問８ 現在お住まいの住居の形態は、次のどれが最もよくあてはまりますか。（１つに○） 

住まいの住居の形態についてみると、「持ち家」が 76.8％と最も多く、次いで「民間の賃貸住宅」が

10.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「持ち家」の割合が低

くなり、「民間の賃貸住宅」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

  

ｎ 日本 日本以外 不明・無回答
1,714 93.2 4.7 2.0

困窮層 32 78.1 18.8 3.1
周辺層 86 88.4 9.3 2.3
一般層 561 92.9 6.1 1.1
困窮層 36 94.4 2.8 2.8
周辺層 79 93.7 5.1 1.3
一般層 499 96.2 2.0 1.8

全体

小学生

中学生

％

ｎ 日本 日本以外 不明・無回答
1,714 93.1 4.5 2.5

困窮層 32 78.1 15.6 6.3
周辺層 86 86.0 10.5 3.5
一般層 561 93.0 5.0 2.0
困窮層 36 94.4 0.0 5.6
周辺層 79 97.5 1.3 1.3
一般層 499 95.6 3.4 1.0

小学生

中学生

全体
％

ｎ 持ち家 ⺠間の賃貸住宅
都営または区営
の賃貸住宅

都市再生機構
（ＵＲ）・公社
などの賃貸住宅

給与住宅（社
宅・公務員住宅
など）

間借り・その他 不明・無回答

1,714 76.8 10.7 1.3 4.2 3.6 1.2 2.2
困窮層 32 46.9 21.9 3.1 15.6 6.3 3.1 3.1
周辺層 86 67.4 14.0 1.2 10.5 1.2 3.5 2.3
一般層 561 80.4 8.6 1.1 3.4 4.1 0.9 1.6
困窮層 36 55.6 22.2 2.8 2.8 8.3 5.6 2.8
周辺層 79 73.4 10.1 3.8 8.9 1.3 2.5 0.0
一般層 499 79.2 9.4 0.8 4.4 4.2 1.0 1.0

全体

小学生

中学生

％
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問８-１ １か⽉あたりの住居費負担はいくらですか。持ち家の場合は住宅ローン返済額、
賃貸の場合は家賃または間代および共益費または管理費（共⽤部分の電気料・清
掃費など）を教えてください。（数字を記⼊） 

Ａ 持ち家【１か⽉あたりの住宅ローン返済額】 

１か月あたりの持ち家の住宅ローン返済額についてみると、「10～15 万円未満」が 31.7％と最も

多く、次いで「５～10 万円未満」が 19.0％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では生活困難層ほど「10～15 万円未満」の割合が高くなる

傾向がみられます。 

 

Ｂ 賃貸住宅【家賃・間代】 

１か月あたりの賃貸の家賃・間代についてみると、「10～15 万円未満」が 25.6％と最も多く、次い

で「５～10 万円未満」が 20.6％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では周辺層で「10～15 万円未満」の割合が他の層と比べて

高くなっています。 

 

Ｂ 賃貸住宅【共益費・管理費】 

１か月あたりの賃貸の共益費・管理費についてみると、「9,000 円以上」が 21.4％と最も多く、次

いで「3,000～6,000 円未満」が 15.3％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では周辺層で「3,000 円未満」の割合が他の層と比べて低

くなっています。 

 

  

ｎ ５万円未満 ５〜10万円未満 10〜15万円未満 15〜20万円未満 20万円以上 不明・無回答
1,316 18.3 19.0 31.7 12.2 7.4 11.3

困窮層 15 6.7 46.7 26.7 0.0 20.0 0.0
周辺層 58 13.8 17.2 41.4 15.5 5.2 6.9
一般層 451 16.9 22.6 30.6 11.5 8.9 9.5
困窮層 20 10.0 25.0 60.0 5.0 0.0 0.0
周辺層 58 17.2 20.7 43.1 10.3 3.4 5.2
一般層 395 26.3 18.2 30.1 11.4 7.1 6.8

中学生

全体

小学生

％

ｎ ５万円未満 ５〜10万円未満 10〜15万円未満 15〜20万円未満 20万円以上 不明・無回答
360 9.4 20.6 25.6 16.4 15.3 12.8

困窮層 16 0.0 43.8 37.5 0.0 6.3 12.5
周辺層 26 7.7 19.2 46.2 15.4 7.7 3.8
一般層 101 7.9 20.8 20.8 15.8 23.8 10.9
困窮層 15 26.7 33.3 33.3 6.7 0.0 0.0
周辺層 21 9.5 23.8 33.3 23.8 0.0 9.5
一般層 99 10.1 16.2 27.3 19.2 19.2 8.1

全体

小学生

中学生

％

ｎ なし 3,000円未満
3,000〜6,000円
未満

6,000〜9,000円
未満

9,000円以上 不明・無回答

360 10.6 7.8 15.3 4.4 21.4 40.6
困窮層 16 6.3 6.3 37.5 0.0 6.3 43.8
周辺層 26 7.7 7.7 19.2 11.5 26.9 26.9
一般層 101 12.9 10.9 13.9 4.0 29.7 28.7
困窮層 15 13.3 6.7 26.7 6.7 6.7 40.0
周辺層 21 9.5 0.0 23.8 4.8 23.8 38.1
一般層 99 8.1 10.1 10.1 6.1 21.2 44.4

％

全体

小学生

中学生
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問９ 次の A〜F の質問について、あなたは、ここ１か⽉の間にどのくらいの頻度で感じ
ましたか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○） 

Ａ 神経過敏に感じた 

ここ１か月の間に神経過敏に感じた頻度についてみると、「全くない」が 44.7％と最も多く、次いで

「ときどき」が 22.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層・周辺層で「全くない」の割合が

一般層と比べて低くなっています。 

 

Ｂ 絶望的だと感じた 

ここ１か月の間に絶望的だと感じた頻度についてみると、「全くない」が 70.0％と最も多く、次いで

「少しだけ」が 13.6％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「いつも」の割合が他の層と比べて高くなって

います。また、中学生保護者では生活困難層ほど「ときどき」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

Ｃ そわそわ、落ち着かなく感じた 

ここ１か月の間にそわそわ、落ち着かなく感じた頻度についてみると、「全くない」が 45.3％と最も

多く、次いで「少しだけ」が 26.5％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では生活困難層ほど「ときどき」の割合が高くなる傾向がみ

られます。 

 
  

ｎ いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 不明・無回答
1,714 1.8 6.1 22.2 21.6 44.7 3.5

困窮層 32 6.3 15.6 28.1 18.8 28.1 3.1
周辺層 86 2.3 9.3 33.7 20.9 31.4 2.3
一般層 561 1.4 6.1 20.0 23.2 47.2 2.1
困窮層 36 5.6 11.1 27.8 25.0 25.0 5.6
周辺層 79 3.8 11.4 25.3 30.4 29.1 0.0
一般層 499 1.0 4.4 19.8 22.8 49.9 2.0

全体

小学生

中学生

％

ｎ いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 不明・無回答
1,714 1.5 2.7 9.0 13.6 70.0 3.3

困窮層 32 12.5 3.1 6.3 15.6 59.4 3.1
周辺層 86 3.5 7.0 15.1 20.9 51.2 2.3
一般層 561 0.5 2.0 8.6 12.7 74.3 2.0
困窮層 36 5.6 5.6 30.6 19.4 36.1 2.8
周辺層 79 3.8 7.6 12.7 26.6 49.4 0.0
一般層 499 0.4 2.0 6.4 10.2 79.6 1.4

％
全体

小学生

中学生

ｎ いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 不明・無回答
1,714 1.5 4.5 18.8 26.5 45.3 3.4

困窮層 32 6.3 12.5 25.0 15.6 37.5 3.1
周辺層 86 2.3 10.5 27.9 24.4 32.6 2.3
一般層 561 0.9 3.6 17.3 26.4 50.3 1.6
困窮層 36 2.8 16.7 30.6 22.2 19.4 8.3
周辺層 79 7.6 7.6 24.1 26.6 34.2 0.0
一般層 499 0.8 2.8 15.0 32.7 47.1 1.6

全体

小学生

中学生

％



第２章 保護者調査の結果 

311 

Ｄ 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた 

ここ１か月の間に気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた頻度についてみる

と、「全くない」が 47.3％と最も多く、次いで「少しだけ」が 24.4％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「たいてい」の割合が

高くなる傾向がみられます。 

 

Ｅ 何をするのも骨折りだと感じた 

ここ１か月の間に何をするのも骨折りだと感じた頻度についてみると、「全くない」が 46.8％と最も

多く、次いで「少しだけ」が 26.3％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「全くない」の割合が

低くなる傾向がみられます。 

 

Ｆ 自分は価値のない人間だと感じた 

ここ１か月の間に自分は価値のない人間だと感じた頻度についてみると、「全くない」が 68.8％と

最も多く、次いで「少しだけ」が 14.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困難層・周辺層で「全くない」の割合が

一般層と比べて低くなっています。 

 
  

ｎ いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 不明・無回答
1,714 1.6 5.2 18.2 24.4 47.3 3.2

困窮層 32 6.3 18.8 18.8 18.8 34.4 3.1
周辺層 86 2.3 9.3 23.3 25.6 36.0 3.5
一般層 561 0.5 4.5 18.2 24.1 50.8 2.0
困窮層 36 2.8 27.8 22.2 19.4 22.2 5.6
周辺層 79 5.1 8.9 20.3 31.6 34.2 0.0
一般層 499 1.4 3.0 17.8 22.6 53.9 1.2

％
全体

小学生

中学生

ｎ いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 不明・無回答
1,714 2.0 5.8 15.8 26.3 46.8 3.3

困窮層 32 6.3 12.5 18.8 28.1 31.3 3.1
周辺層 86 0.0 8.1 17.4 27.9 44.2 2.3
一般層 561 2.0 4.5 16.2 26.0 49.4 2.0
困窮層 36 5.6 16.7 30.6 19.4 22.2 5.6
周辺層 79 5.1 12.7 15.2 29.1 38.0 0.0
一般層 499 1.4 5.0 12.8 28.3 51.1 1.4

全体

小学生

中学生

％

ｎ いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 不明・無回答
1,714 1.4 2.6 9.7 14.2 68.8 3.3

困窮層 32 0.0 6.3 18.8 12.5 59.4 3.1
周辺層 86 1.2 5.8 17.4 16.3 57.0 2.3
一般層 561 1.6 1.1 8.4 13.5 73.1 2.3
困窮層 36 8.3 2.8 19.4 19.4 44.4 5.6
周辺層 79 2.5 6.3 12.7 19.0 59.5 0.0
一般層 499 1.0 2.4 8.8 12.8 73.5 1.4

％
全体

小学生

中学生



第３部 子育て世帯生活実態調査結果 

312 

２ お子さんのお母さまとお父さまの職業について 

問 10 お子さんのお⺟さまの現在のご職業と就業形態は、次のどれに最も近いですか。 
（１つに○） 

母親の職業と就業形態についてみると、「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員」が 31.3％と最も

多く、次いで「民間企業の正社員」が 24.4％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層・周辺層で「民間企業の正社員」

の割合が一般層と比べて低くなっています。 

 

 

お⺟さまが職業をおもちの⽅ 
問 10-１ 現在の就労日数、就労時間等の状況について教えてください。（（１）（２）は数

字を記⼊、（３）〜（６）はそれぞれ、あてはまる番号１つに○） 
（１）１日の就労時間 

母親の１日の就労時間についてみると、「８～10 時間未満」が 35.9％と最も多く、次いで「３～６時

間未満」が 27.1％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「８～10 時間未満」、中学生保護者では困窮層

で「３～６時間未満」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

  

ｎ
⺠間企業の正社
員

会社役員
公務員などの正
職員

契約社員・派遣
社員・嘱託社員

パート・アルバ
イト・日雇い・
非常勤職員

自営業（家族従
業者含む）

自由業 団体職員

1,714 24.4 1.4 4.3 7.2 31.3 5.1 0.7 1.4
困窮層 32 12.5 0.0 3.1 6.3 43.8 9.4 0.0 0.0
周辺層 86 20.9 3.5 2.3 10.5 25.6 5.8 0.0 0.0
一般層 561 28.2 2.0 5.3 5.9 29.2 5.0 0.9 1.6
困窮層 36 13.9 0.0 0.0 8.3 44.4 2.8 0.0 0.0
周辺層 79 15.2 0.0 3.8 6.3 40.5 11.4 1.3 0.0
一般層 499 25.3 0.4 4.2 8.2 31.5 4.6 1.0 2.0

ｎ
その他の働き方
をしている

専業主婦 学生 引退（退職） その他の無職 わからない 不明・無回答

1,714 0.4 20.1 0.3 0.3 0.4 0.1 2.6
困窮層 32 0.0 21.9 0.0 0.0 0.0 0.0 3.1
周辺層 86 0.0 20.9 2.3 0.0 2.3 0.0 5.8
一般層 561 0.2 20.0 0.0 0.5 0.0 0.0 1.2
困窮層 36 0.0 22.2 0.0 2.8 2.8 0.0 2.8
周辺層 79 0.0 17.7 0.0 0.0 1.3 1.3 1.3
一般層 499 0.4 19.6 0.4 0.0 0.2 0.0 2.2

％

全体

小学生

中学生

％

全体

小学生

中学生

ｎ ３時間未満 ３〜６時間未満 ６〜８時間未満 ８〜10時間未満 10〜12時間未満 12時間以上 不明・無回答
1,306 1.4 27.1 25.7 35.9 6.0 1.2 2.7

困窮層 24 0.0 29.2 25.0 41.7 4.2 0.0 0.0
周辺層 59 3.4 23.7 33.9 32.2 3.4 1.7 1.7
一般層 439 1.6 29.4 23.7 36.7 5.7 1.1 1.8
困窮層 25 0.0 44.0 20.0 28.0 8.0 0.0 0.0
周辺層 62 0.0 29.0 22.6 33.9 9.7 3.2 1.6
一般層 387 1.3 24.0 26.4 37.5 5.9 2.1 2.8

％

中学生

全体

小学生
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（２）１週間の就労日数 

母親の１週間の就労日数についてみると、「５～６日未満」が 56.2％と最も多く、次いで「３～４日未

満」が 15.3％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「３～４日未満」の割合が他の層と比べて高く、

中学生保護者では困窮層で「４～５日未満」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

（３）深夜勤務（22 時〜５時） 

母親の深夜勤務の状況についてみると、「ない」が 86.6％と最も多く、次いで「不定期にある」が

6.0％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では周辺層で「定期的にある」の割合が他の層と比べて高く

なっています。 

 

（４）土曜出勤 

母親の土曜出勤の状況についてみると、「ない」が 57.0％と最も多く、次いで「不定期にある」が

26.3％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「不定期にある」の割合が他

の層と比べて高くなっています。 

 

  

ｎ ２日未満 ２〜３日未満 ３〜４日未満 ４〜５日未満 ５〜６日未満 ６〜７日未満 ７日 不明・無回答
1,306 0.8 5.4 15.3 14.9 56.2 3.1 0.4 3.9

困窮層 24 0.0 0.0 20.8 16.7 54.2 4.2 0.0 4.2
周辺層 59 0.0 1.7 10.2 22.0 57.6 3.4 0.0 5.1
一般層 439 1.1 4.3 15.9 12.8 60.1 2.3 0.0 3.4
困窮層 25 0.0 0.0 16.0 20.0 56.0 4.0 0.0 4.0
周辺層 62 1.6 3.2 21.0 14.5 50.0 6.5 1.6 1.6
一般層 387 0.8 7.5 16.3 14.5 53.7 3.6 0.5 3.1

％
全体

小学生

中学生

ｎ 定期的にある 不定期にある ない 不明・無回答
1,306 1.8 6.0 86.6 5.6

困窮層 24 0.0 4.2 91.7 4.2
周辺層 59 1.7 6.8 84.7 6.8
一般層 439 2.7 5.5 87.0 4.8
困窮層 25 0.0 8.0 88.0 4.0
周辺層 62 8.1 3.2 82.3 6.5
一般層 387 1.0 6.2 88.4 4.4

％
全体

小学生

中学生

ｎ 定期的にある 不定期にある ない 不明・無回答
1,306 12.6 26.3 57.0 4.1

困窮層 24 4.2 37.5 54.2 4.2
周辺層 59 10.2 27.1 59.3 3.4
一般層 439 12.1 27.1 58.1 2.7
困窮層 25 16.0 44.0 36.0 4.0
周辺層 62 25.8 21.0 48.4 4.8
一般層 387 14.0 23.8 58.9 3.4

％
全体

小学生

中学生
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（５）日曜・祝日出勤 

母親の日曜・祝日出勤の状況についてみると、「ない」が 69.3％と最も多く、次いで「不定期にある」

が 21.0％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「不定期にある」の割合が他の層と比べて高く

なっています。中学生保護者では生活困難層ほど「定期的にある」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

（６）副業（主な仕事以外での労働） 

母親の副業の状況についてみると、「ない」が 85.7％と最も多く、次いで「１つある」が 7.8％とな

っています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層で「１つある」の割合が他の層と比べて高くなっ

ています。 

 

 

お⺟さまが職業をおもちの⽅ 
問 10-２ 昨年１年間（令和４年１⽉〜12 ⽉）を合計した、お子さんのお⺟さまのお仕事

からの収⼊（税込）は、およそいくらですか。（数字を記⼊） 

母親の収入についてみると、「100～200 万円未満」が 20.3％と最も多く、次いで「600 万円以

上」が 19.4％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「200～300 万円未満」、中学生保護者では

困窮層で「50 万円未満」の割合が高くなっています。 

 

  

ｎ 定期的にある 不定期にある ない 不明・無回答
1,306 5.4 21.0 69.3 4.3

困窮層 24 4.2 29.2 62.5 4.2
周辺層 59 1.7 16.9 78.0 3.4
一般層 439 3.4 22.6 71.5 2.5
困窮層 25 24.0 28.0 44.0 4.0
周辺層 62 16.1 25.8 51.6 6.5
一般層 387 5.4 21.7 69.5 3.4

全体

小学生

％

中学生

ｎ １つある ２つ以上ある ない 不明・無回答
1,306 7.8 1.5 85.7 5.1

困窮層 24 4.2 0.0 83.3 12.5
周辺層 59 6.8 1.7 86.4 5.1
一般層 439 8.2 1.1 87.2 3.4
困窮層 25 20.0 8.0 68.0 4.0
周辺層 62 8.1 3.2 80.6 8.1
一般層 387 6.5 0.8 88.4 4.4

全体

小学生

中学生

％

ｎ 50万円未満
50〜100万円未
満

100〜200万円未
満

200〜300万円未
満

300〜400万円未
満

400〜600万円未
満

600万円以上 不明・無回答

1,306 7.5 14.2 20.3 9.4 9.3 13.2 19.4 6.6
困窮層 24 16.7 12.5 29.2 25.0 4.2 4.2 4.2 4.2
周辺層 59 13.6 10.2 25.4 5.1 10.2 25.4 6.8 3.4
一般層 439 8.0 15.9 16.9 7.7 9.6 15.5 23.7 2.7
困窮層 25 16.0 20.0 28.0 16.0 4.0 12.0 0.0 4.0
周辺層 62 6.5 17.7 29.0 12.9 9.7 9.7 8.1 6.5
一般層 387 5.4 13.4 22.5 9.3 9.8 12.7 23.5 3.4

全体

小学生

中学生

％
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お⺟さまが職業をおもちでない⽅ 
問 10-３ お⺟さまの今後の就労意向は次のどれに最も近いですか。（１つに○） 

母親の就労意向についてみると、「今は働けないが、今後働きたい」が 39.3％と最も多く、次いで

「条件が整えばすぐに働きたい」が 31.0％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では一般層で「今は働けないが、今後働きたい」の割合が他

の層と比べて高くなっています。 

 

 

問 11 お子さんのお父さまの現在のご職業と就業形態は、次のどれに最も近いですか。 
（１つに○） 

父親の職業と就業形態についてみると、「民間企業の正社員」が 63.3％と最も多く、次いで「会社

役員」が 9.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層、中学生保護者では困窮層・周辺層で「民間企業

の正社員」の割合が他の層と比べて低くなっています。 

 

 

ｎ
条件が整えばす
ぐに働きたい

今は働けない
が、今後働きた
い

働く予定はない 不明・無回答

361 31.0 39.3 25.5 4.2
困窮層 7 85.7 0.0 14.3 0.0
周辺層 22 40.9 31.8 22.7 4.5
一般層 115 26.1 48.7 19.1 6.1
困窮層 10 30.0 40.0 20.0 10.0
周辺層 15 46.7 20.0 26.7 6.7
一般層 101 26.7 37.6 33.7 2.0

全体

％

小学生

中学生

ｎ
⺠間企業の正社
員

会社役員
公務員などの正
職員

契約社員・派遣
社員・嘱託社員

パート・アルバ
イト・日雇い・
非常勤職員

自営業（家族従
業者含む）

自由業 団体職員

1,714 63.3 9.9 6.7 1.7 0.9 9.7 0.8 1.6
困窮層 32 53.1 9.4 3.1 6.3 3.1 3.1 3.1 0.0
周辺層 86 61.6 10.5 4.7 4.7 0.0 8.1 1.2 0.0
一般層 561 66.1 10.5 7.8 0.9 0.4 9.4 1.1 1.4
困窮層 36 47.2 5.6 5.6 0.0 8.3 11.1 2.8 2.8
周辺層 79 48.1 7.6 2.5 5.1 5.1 15.2 0.0 5.1
一般層 499 67.5 7.0 6.0 1.6 0.4 9.8 0.6 1.8

ｎ
その他の働き方
をしている

専業主夫 学生 引退（退職） その他の無職 わからない 不明・無回答

1,714 0.6 0.1 0.0 0.2 0.4 0.2 4.0
困窮層 32 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0 3.1 9.4
周辺層 86 2.3 0.0 0.0 0.0 2.3 1.2 3.5
一般層 561 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0
困窮層 36 0.0 0.0 0.0 0.0 2.8 5.6 8.3
周辺層 79 1.3 0.0 0.0 0.0 2.5 0.0 7.6
一般層 499 0.6 0.0 0.0 0.6 0.2 0.0 3.8

％

全体

小学生

中学生

全体

小学生

中学生

％
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お父さまが職業をおもちの⽅ 
問 11-１ 現在の就労日数、就労時間等の状況について教えてください。（（１）（２）は数

字を記⼊、（３）〜（６）はそれぞれ、あてはまる番号１つに○） 
（１）１日の就労時間 

父親の１日の就労時間についてみると、「８～10 時間未満」が 50.6％と最も多く、次いで「10～12

時間未満」が 25.6％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では生活困難層ほど「10～12 時間未満」の割合が高くなる

傾向がみられます。 

 

 

（２）１週間の就労日数 

父親の１週間の就労日数についてみると、「５～６日未満」が 76.5％と最も多く、次いで「６～７日未

満」が 14.0％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層・周辺層で「６～７日未満」の割合が一般層と比

べて高くなっています。 

 
 

（３）深夜勤務（22 時〜５時） 

父親の深夜勤務の状況についてみると、「ない」が 60.1％と最も多く、次いで「不定期にある」が

24.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「定期的にある」、中学生保護者では困窮層・

周辺層で「不定期にある」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

  

ｎ ３時間未満 ３〜６時間未満 ６〜８時間未満 ８〜10時間未満 10〜12時間未満 12時間以上 不明・無回答
1,630 0.1 0.9 4.2 50.6 25.6 12.0 6.6

困窮層 26 0.0 0.0 3.8 46.2 23.1 15.4 11.5
周辺層 80 0.0 2.5 2.5 50.0 26.3 15.0 3.8
一般層 550 0.2 0.7 4.7 50.7 28.5 10.7 4.4
困窮層 30 0.0 0.0 6.7 53.3 33.3 3.3 3.3
周辺層 71 1.4 2.8 4.2 40.8 29.6 15.5 5.6
一般層 476 0.0 0.4 4.2 56.3 24.2 10.9 4.0

中学生

全体

小学生

％

ｎ ２日未満 ２〜３日未満 ３〜４日未満 ４〜５日未満 ５〜６日未満 ６〜７日未満 ７日 不明・無回答
1,630 0.1 0.4 0.4 1.0 76.5 14.0 1.4 6.1

困窮層 26 0.0 0.0 3.8 0.0 76.9 11.5 0.0 7.7
周辺層 80 0.0 0.0 1.3 0.0 81.3 11.3 1.3 5.0
一般層 550 0.0 0.5 0.0 1.5 80.9 11.3 0.7 5.1
困窮層 30 0.0 0.0 0.0 3.3 53.3 30.0 3.3 10.0
周辺層 71 1.4 0.0 0.0 0.0 64.8 28.2 4.2 1.4
一般層 476 0.0 0.4 0.2 0.6 80.5 13.0 1.5 3.8

％
全体

小学生

中学生

ｎ 定期的にある 不定期にある ない 不明・無回答
1,630 9.4 24.9 60.1 5.6

困窮層 26 23.1 34.6 38.5 3.8
周辺層 80 11.3 26.3 57.5 5.0
一般層 550 10.4 25.3 61.1 3.3
困窮層 30 10.0 33.3 50.0 6.7
周辺層 71 9.9 32.4 53.5 4.2
一般層 476 7.8 22.5 65.8 4.0

％
全体

小学生

中学生
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（４）土曜出勤 

父親の土曜出勤の状況についてみると、「ない」が 37.4％と最も多く、次いで「不定期にある」が

36.3％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「不定期にある」が他の層と比べて高く、中学

生保護者では生活困難層ほど「定期的にある」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

（５）日曜・祝日出勤 

父親の日曜・祝日出勤の状況についてみると、「ない」が 47.2％と最も多く、次いで「不定期にある」

が 35.3％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「不定期にある」、中学生保護者では困窮層・

周辺層で「定期的にある」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

 

（６）副業（主な仕事以外での労働） 

父親の副業の状況についてみると、「ない」が 86.9％と最も多く、次いで「１つある」が 5.3％とな

っています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに特に大きな差はみられませんでした。 

 

  

ｎ 定期的にある 不定期にある ない 不明・無回答
1,630 21.7 36.3 37.4 4.7

困窮層 26 19.2 50.0 26.9 3.8
周辺層 80 22.5 38.8 35.0 3.8
一般層 550 19.1 38.2 39.6 3.1
困窮層 30 50.0 26.7 20.0 3.3
周辺層 71 35.2 36.6 22.5 5.6
一般層 476 19.7 34.5 42.4 3.4

全体

小学生

中学生

％

ｎ 定期的にある 不定期にある ない 不明・無回答
1,630 12.5 35.3 47.2 4.9

困窮層 26 19.2 46.2 30.8 3.8
周辺層 80 15.0 35.0 46.3 3.8
一般層 550 10.2 36.7 49.5 3.6
困窮層 30 23.3 33.3 40.0 3.3
周辺層 71 22.5 36.6 36.6 4.2
一般層 476 10.7 34.0 51.7 3.6

全体

小学生

中学生

％

ｎ １つある ２つ以上ある ない 不明・無回答
1,630 5.3 1.7 86.9 6.1

困窮層 26 3.8 0.0 92.3 3.8
周辺層 80 2.5 1.3 92.5 3.8
一般層 550 5.8 1.6 88.2 4.4
困窮層 30 10.0 3.3 83.3 3.3
周辺層 71 7.0 1.4 87.3 4.2
一般層 476 5.0 1.5 89.3 4.2

全体

小学生

中学生

％
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お父さまが職業をおもちの⽅ 
問 11-２ 昨年１年間（令和４年１⽉〜12 ⽉）を合計した、お子さんのお父さまのお仕事

からの収⼊（税込）は、およそいくらですか。（数字を記⼊） 

父親の収入についてみると、「600 万円以上」が 64.2％と最も多く、次いで「400～600 万円未

満」が 14.1％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「600 万円以上」の割

合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

お父さまが職業をおもちでない⽅ 
問 11-３ お父さまの今後の就労意向は次のどれに最も近いですか。（１つに○） 

父親の就労意向についてみると、「今は働けないが、今後働きたい」が 50.0％と最も多く、次いで

「条件が整えばすぐに働きたい」が 41.7％となっています。 

  

  

ｎ 50万円未満
50〜100万円未
満

100〜200万円未
満

200〜300万円未
満

300〜400万円未
満

400〜600万円未
満

600万円以上 不明・無回答

1,630 1.0 0.2 0.9 1.3 3.9 14.1 64.2 14.4
困窮層 26 3.8 0.0 3.8 7.7 11.5 19.2 38.5 15.4
周辺層 80 2.5 0.0 2.5 1.3 6.3 23.8 60.0 3.8
一般層 550 0.5 0.2 0.4 0.4 3.5 14.9 72.2 8.0
困窮層 30 6.7 0.0 6.7 20.0 6.7 16.7 36.7 6.7
周辺層 71 4.2 1.4 4.2 4.2 7.0 21.1 46.5 11.3
一般層 476 0.4 0.0 0.4 0.2 2.7 14.9 72.1 9.2

中学生

全体

小学生

％

ｎ
条件が整えばす
ぐに働きたい

今は働けない
が、今後働きた
い

働く予定はない 不明・無回答

12 41.7 50.0 8.3 0.0
困窮層 2 50.0 50.0 0.0 0.0
周辺層 2 50.0 50.0 0.0 0.0
一般層 0 0.0 0.0 0.0 0.0
困窮層 1 0.0 100.0 0.0 0.0
周辺層 2 0.0 50.0 50.0 0.0
一般層 4 50.0 50.0 0.0 0.0

％

全体

小学生

中学生
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３ お子さんの健康状態について 

問 12 お子さんの健康状態は、次のどれが最もよくあてはまりますか。（１つに○） 

こどもの健康状態についてみると、「よい」が 64.8％と最も多く、次いで「ふつう」が 24.9％となっ

ています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「よい」の割合が他の層と比

べて低くなっています。 

 
 

問 13 過去１年間に、お子さんを医療機関で受診させた⽅がよいと思ったが、実際には受
診させなかったことがありましたか。（１つに○） 

こどもを医療機関で受診させた方がよいと思ったが、実際には受診させなかったことの有無につい

てみると、「あった」が 14.3％、「なかった」が 84.0％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「あった」の割合が他の層と

比べて高くなっています。 

 

  

ｎ よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 不明・無回答
1,714 64.8 5.7 24.9 2.8 0.7 1.1

困窮層 32 37.5 12.5 43.8 6.3 0.0 0.0
周辺層 86 62.8 2.3 27.9 5.8 0.0 1.2
一般層 561 70.4 4.6 22.3 1.4 0.2 1.1
困窮層 36 50.0 2.8 41.7 2.8 2.8 0.0
周辺層 79 59.5 8.9 25.3 2.5 2.5 1.3
一般層 499 60.1 7.4 26.5 4.0 1.0 1.0

％
全体

小学生

中学生

ｎ あった なかった 不明・無回答
1,714 14.3 84.0 1.7

困窮層 32 28.1 71.9 0.0
周辺層 86 17.4 81.4 1.2
一般層 561 12.7 85.6 1.8
困窮層 36 27.8 72.2 0.0
周辺層 79 16.5 82.3 1.3
一般層 499 14.4 84.2 1.4

％
全体

小学生

中学生
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問 13 で「あった」を選んだ⽅ 
問 13-１ その理由は何ですか。（１つに○） 

こどもを医療機関で受診させた方がよいと思ったが、実際には受診させなかった理由についてみる

と、「最初は受診させようと思ったが、こどもの様子をみて、受診させなくてもよいと判断したため」が

46.5％と最も多く、次いで「多忙で、医療機関に連れて行く時間がなかったため」が 24.1％となって

います。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層・周辺層で「多忙で、医療機関

に連れて行く時間がなかったため」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 
 

問 14 お子さんには⾍⻭がありますか。（１つに○） 

こどもに虫歯があるかについてみると、「ない」が 60.5％と最も多く、次いで「あった（治療済）」が

28.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「ある（未治療）」の割合が他

の層と比べて高くなっています。 

 

 

問 14 で「ある（未治療）」を選んだ⽅ 
問 14-１ 治療していない理由は何ですか。（１つに○） 

虫歯を治療していない理由についてみると、「これから治療予定のため」が 29.7％と最も多く、次

いで「治療に行く時間がないため」が 17.2％となっています。 

 
  

ｎ

公的医療保険に
加入しておら
ず、医療費の支
払いができな
かったため

公的医療保険に
加入していた
が、医療機関で
自己負担金を支
払うことができ
ないと思ったた
め

こども本人が受
診したがらな
かったため

医療機関までの
距離が遠く、通
院することが困
難であったため

多忙で、医療機
関に連れて行く
時間がなかった
ため

最初は受診させ
ようと思った
が、こどもの様
子をみて、受診
させなくてもよ
いと判断したた
め

自分の健康状態
が悪かったため

その他 不明・無回答

245 0.4 0.8 18.4 0.4 24.1 46.5 1.2 7.8 0.4
困窮層 9 0.0 0.0 11.1 0.0 44.4 44.4 0.0 0.0 0.0
周辺層 15 0.0 6.7 13.3 0.0 33.3 26.7 0.0 20.0 0.0
一般層 71 0.0 0.0 15.5 0.0 25.4 52.1 1.4 5.6 0.0
困窮層 10 0.0 10.0 30.0 0.0 30.0 20.0 0.0 10.0 0.0
周辺層 13 0.0 0.0 0.0 0.0 30.8 38.5 7.7 15.4 7.7
一般層 72 0.0 0.0 19.4 0.0 20.8 51.4 0.0 8.3 0.0

中学生

％

全体

小学生

ｎ ある（未治療） ある（治療中）
あった（治療
済）

ない わからない 不明・無回答

1,714 3.7 3.3 28.2 60.5 3.0 1.3
困窮層 32 18.8 3.1 31.3 43.8 3.1 0.0
周辺層 86 1.2 4.7 26.7 61.6 3.5 2.3
一般層 561 2.5 3.2 34.8 56.3 2.0 1.2
困窮層 36 13.9 2.8 13.9 63.9 5.6 0.0
周辺層 79 3.8 5.1 21.5 59.5 8.9 1.3
一般層 499 3.6 3.6 25.1 63.5 3.2 1.0

全体

小学生

中学生

％

ｎ
これから治療予
定のため

治療に行く時間
がないため

経済的に治療が
困難なため

治療する必要が
ないため

特に理由はない その他 不明・無回答

64 29.7 17.2 0.0 9.4 6.3 10.9 26.6
困窮層 6 33.3 0.0 0.0 0.0 16.7 16.7 33.3
周辺層 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
一般層 14 7.1 35.7 0.0 28.6 0.0 7.1 21.4
困窮層 5 40.0 40.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0
周辺層 3 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0
一般層 18 33.3 11.1 0.0 0.0 5.6 11.1 38.9

全体

小学生

中学生

％
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４ お子さんの学校生活や教育について 

問 15 あなたは、お子さんの将来（夢・進路・職業等）について、お子さんと一緒に考え
たり、話すことがありますか。（１つに○） 

こどもの将来について、こどもと一緒に考えたり、話すことがあるかについてみると、「たまにする」

が 53.5％と最も多く、次いで「よくする」が 34.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で『する』（「よくする」と「たまに

する」の合計）の割合が他の層と比べて低くなっています。 

 

 

問 16 お子さんに、どの段階までの教育を受けさせたいと考えていますか。あなたのお考
えに最も近いものに○をつけてください。（１つに○） 

こどもに、どの段階までの教育を受けさせたいかについてみると、「大学またはそれ以上」が

82.3％と最も多く、次いで「まだわからない」が 8.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「大学またはそれ以上」の割

合が他の層と比べて低くなっています。 

 

  

ｎ よくする たまにする あまりしない
これまで特にし
たことがない

不明・無回答

1,714 34.7 53.5 9.4 1.1 1.3
困窮層 32 28.1 46.9 18.8 3.1 3.1
周辺層 86 22.1 59.3 12.8 3.5 2.3
一般層 561 32.6 55.3 10.3 1.1 0.7
困窮層 36 38.9 44.4 16.7 0.0 0.0
周辺層 79 41.8 50.6 5.1 0.0 2.5
一般層 499 37.9 52.1 7.0 1.2 1.8

全体

小学生

中学生

％

ｎ 中学まで 高校まで
短大・高専・専
門学校まで

大学またはそれ
以上

まだわからない 不明・無回答

1,714 0.2 2.9 4.7 82.3 8.7 1.3
困窮層 32 0.0 3.1 6.3 62.5 21.9 6.3
周辺層 86 1.2 2.3 4.7 83.7 7.0 1.2
一般層 561 0.2 1.4 3.7 84.3 9.6 0.7
困窮層 36 0.0 13.9 2.8 58.3 19.4 5.6
周辺層 79 0.0 6.3 10.1 70.9 11.4 1.3
一般層 499 0.0 2.6 4.8 84.6 6.4 1.6

全体

小学生

中学生

％
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問 17 あなたからみて、お子さんの学校での学習の状況をどのように思われていますか。
（１つに○） 

こどもの学校での学習の状況をどのように思っているかについてみると、「まあ理解できている」が

48.5％と最も多く、次いで「十分理解できている」が 25.0％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「十分理解できている」

の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

問 18 お子さんには、不登校の経験はありますか。（１つに○） 

こどもの不登校の経験についてみると、「不登校の経験なし」が 89.4％と最も多く、次いで「過去に

不登校の経験あり」が 5.3％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層で「過去に不登校の経験あり」の割合が他の層と

比べて高くなっています。 

 

 

問 19 お子さんは学校の授業時間以外に、普段（⽉〜⾦曜日）、１日あたりどのくらいの
時間、勉強をしますか。塾などの時間も含みます。（１つに○） 

こどもの学校の授業時間以外の普段の勉強時間についてみると、「１時間以上、２時間より少ない」

が 27.5％と最も多く、次いで「30 分以上、１時間より少ない」が 20.8％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど『30 分未満』（「30 分

より少ない」と「まったくしない」の合計）の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

ｎ
十分理解できて
いる

まあ理解できて
いる

どちらともいえ
ない

あまり理解でき
ていない

ほとんど理解で
きていない

わからない 不明・無回答

1,714 25.0 48.5 11.0 10.5 2.8 0.6 1.6
困窮層 32 9.4 50.0 25.0 9.4 3.1 0.0 3.1
周辺層 86 27.9 46.5 11.6 11.6 0.0 1.2 1.2
一般層 561 33.9 51.5 5.7 6.8 1.2 0.0 0.9
困窮層 36 8.3 33.3 30.6 13.9 8.3 2.8 2.8
周辺層 79 16.5 35.4 11.4 29.1 6.3 0.0 1.3
一般層 499 20.8 48.7 12.6 11.8 3.0 1.0 2.0

全体

小学生

中学生

％

ｎ
不登校の経験な
し

過去に不登校の
経験あり

現在不登校中 不明・無回答

1,714 89.4 5.3 3.9 1.4
困窮層 32 87.5 9.4 0.0 3.1
周辺層 86 88.4 7.0 2.3 2.3
一般層 561 93.4 4.6 1.1 0.9
困窮層 36 77.8 11.1 11.1 0.0
周辺層 79 83.5 3.8 11.4 1.3
一般層 499 87.0 5.0 6.2 1.8

％

全体

小学生

中学生

ｎ まったくしない 30分より少ない
30分以上、１時
間より少ない

１時間以上、２
時間より少ない

２時間以上、３
時間より少ない

３時間以上 不明・無回答

1,714 4.1 11.0 20.8 27.5 20.6 14.7 1.2
困窮層 32 0.0 21.9 34.4 28.1 6.3 6.3 3.1
周辺層 86 1.2 12.8 32.6 27.9 10.5 14.0 1.2
一般層 561 2.3 10.5 28.5 23.9 19.4 14.8 0.5
困窮層 36 11.1 16.7 13.9 30.6 19.4 8.3 0.0
周辺層 79 10.1 5.1 19.0 24.1 22.8 17.7 1.3
一般層 499 4.6 8.6 12.4 32.9 25.3 14.4 1.8

全体

小学生

中学生

％
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問 20 お子さんは放課後にどこで過ごすことが多いですか。（特に多いもの３つまでに○） 

こどもの放課後の過ごす場所についてみると、「自宅」が 84.1％と最も多く、次いで「塾・習い事」が

49.5％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「塾・習い事」の割合が

低くなる傾向がみられます。また、中学生保護者では困窮層で「学校のクラブ活動」の割合が他の層と

比べて低くなっています。 

 

 

問 21 お子さんのことで、現在悩んでいることはありますか。（あてはまる番号すべてに○） 

こどのものことで、現在悩んでいることについてみると、「こどもの進学や受験」が 55.5％と最も多

く、次いで「こどもの教育費」が 32.3％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど回答割合が高くなる

項目が多く、特に「こどもの養育費」は小学生保護者の困窮層で８割台、中学生保護者の困窮層で７割

台となっています。 

 

  

ｎ 自宅 友だちの家 塾・習い事 児童館
江東きっずクラ
ブ

学校のクラブ活
動

外に遊びに行く その他 不明・無回答

1,714 84.1 7.1 49.5 5.5 2.7 10.8 27.7 3.8 1.5
困窮層 32 81.3 0.0 21.9 3.1 6.3 0.0 56.3 3.1 3.1
周辺層 86 84.9 7.0 50.0 10.5 5.8 3.5 34.9 2.3 1.2
一般層 561 84.3 11.2 59.5 9.1 4.5 1.8 41.5 2.9 0.5
困窮層 36 83.3 8.3 36.1 2.8 0.0 8.3 19.4 11.1 0.0
周辺層 79 83.5 5.1 40.5 1.3 0.0 26.6 17.7 6.3 2.5
一般層 499 86.2 1.8 44.3 1.0 0.0 18.8 9.2 4.8 2.2

全体

小学生

％

中学生

ｎ
こどものしつけ
や教育に自信が
持てない

こどものしつけ
や教育につい
て、相談する相
手がいない

配偶者（パート
ナー）が子育て
にあまり協力し
てくれない

配偶者（パート
ナー）と子育て
のことで意見が
合わない

こどもが基本的
な生活習慣を身
につけていない
（あいさつ、整
理・整頓など）

こどもが勉強し
ない

こどもの進学や
受験

こどもの就職

こどもが反抗的
で、なかなか言
うことを聞かな
い

1,714 16.3 4.8 7.8 8.6 18.0 21.3 55.5 7.5 13.1
困窮層 32 25.0 15.6 18.8 15.6 25.0 18.8 56.3 15.6 28.1
周辺層 86 20.9 8.1 7.0 11.6 26.7 18.6 52.3 3.5 8.1
一般層 561 18.0 4.6 8.4 9.3 19.8 20.3 49.6 6.1 15.9
困窮層 36 25.0 11.1 19.4 19.4 30.6 44.4 69.4 13.9 22.2
周辺層 79 20.3 7.6 12.7 13.9 22.8 30.4 72.2 10.1 10.1
一般層 499 11.2 3.4 5.8 6.4 14.4 19.8 58.7 9.2 9.8

ｎ
こどもが何事に
対しても消極的
である

こどもの友人関
係

こどもの身体の
発育や病気

こどもの非行や
問題行動

こどもの教育費
こどもの食事や
栄養

その他 特に悩みはない 不明・無回答

1,714 11.8 12.5 11.8 2.3 32.3 13.0 5.0 15.6 2.1
困窮層 32 12.5 25.0 21.9 3.1 81.3 31.3 3.1 6.3 3.1
周辺層 86 9.3 20.9 24.4 1.2 52.3 19.8 5.8 9.3 1.2
一般層 561 11.4 13.9 10.2 2.3 26.2 14.1 4.3 18.0 1.1
困窮層 36 16.7 19.4 11.1 5.6 72.2 27.8 8.3 11.1 0.0
周辺層 79 19.0 11.4 11.4 5.1 68.4 15.2 7.6 7.6 1.3
一般層 499 11.0 9.0 11.0 1.6 26.9 9.8 5.0 17.2 2.0

％

全体

小学生

中学生

％

全体

小学生

中学生
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５ ご家庭での生活について 

問 22 あなたは、お子さんとよく会話をしますか。（１つに○） 

こどもとよく会話をするかについてみると、「よくする」が 81.3％と最も多く、次いで「たまにする」

が 15.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「たまにする」の割合が他の

層と比べて高くなっています。 

 

 

問 23 あなたのご家庭では、１週間にどれくらいお子さんに朝ごはん、晩ごはんを⽤意し
ていますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○） 

Ａ 朝ごはん 

１週間にどのくらい朝ごはんを用意するかについてみると、「毎日」が 88.0％と最も多く、次いで

「週に６日」が 2.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「毎日」の割合が他の層と比

べて低くなっています。 

 

 

Ｂ 晩ごはん 

１週間にどのくらい晩ごはんを用意するかについてみると、「毎日」が 91.5％と最も多く、次いで

「週に６日」が 3.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに特に大きな差はみられませんでした。 

 

ｎ よくする たまにする あまりしない
これまで特にし
たことがない

不明・無回答

1,714 81.3 15.9 1.5 0.1 1.2
困窮層 32 75.0 21.9 0.0 0.0 3.1
周辺層 86 88.4 9.3 1.2 0.0 1.2
一般層 561 88.2 10.9 0.2 0.0 0.7
困窮層 36 69.4 27.8 2.8 0.0 0.0
周辺層 79 72.2 21.5 5.1 0.0 1.3
一般層 499 76.8 19.0 2.4 0.2 1.6

％

全体

小学生

中学生

ｎ 毎日 週に６日 週に５日 週に４日 週に３日 週に２日 週に１日
まったく用意し
ない

不明・無回答

1,714 88.0 2.7 2.5 0.4 0.6 1.3 0.9 1.9 1.7
困窮層 32 81.3 3.1 0.0 0.0 0.0 3.1 3.1 3.1 6.3
周辺層 86 95.3 2.3 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 1.2
一般層 561 92.2 2.3 2.5 0.2 0.0 0.9 0.4 0.7 0.9
困窮層 36 69.4 5.6 5.6 5.6 2.8 2.8 2.8 5.6 0.0
周辺層 79 82.3 1.3 3.8 0.0 2.5 3.8 2.5 2.5 1.3
一般層 499 85.2 3.6 2.6 0.6 0.8 1.6 0.6 3.4 1.6

全体

小学生

中学生

％

ｎ 毎日 週に６日 週に５日 週に４日 週に３日 週に２日 週に１日
まったく用意し
ない

不明・無回答

1,714 91.5 3.7 1.4 0.6 0.2 0.5 0.5 0.2 1.3
困窮層 32 87.5 0.0 3.1 0.0 0.0 0.0 3.1 0.0 6.3
周辺層 86 89.5 4.7 1.2 2.3 0.0 0.0 1.2 0.0 1.2
一般層 561 93.4 3.0 1.6 0.5 0.0 0.0 0.5 0.2 0.7
困窮層 36 94.4 2.8 0.0 0.0 0.0 2.8 0.0 0.0 0.0
周辺層 79 88.6 5.1 2.5 0.0 1.3 1.3 0.0 0.0 1.3
一般層 499 90.0 4.4 1.8 0.4 0.4 0.8 0.2 0.4 1.6

全体

小学生

中学生

％
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問 24 あなたのご家庭では、お子さんの食事について外食や中食がどのくらいの頻度であ
りますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○） 

Ａ 外食 

外食の頻度についてみると、「週１回またはしない」が 89.8％と最も多く、次いで「週２～６回」が

8.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層・周辺層で「週１回またはしない」の割合が他の層

と比べて高くなっています。 

 

 

Ｂ 中食 

中食の頻度についてみると、「週１回またはしない」が 68.0％と最も多く、次いで「週２～６回」が

28.6％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「週２～６回」の割合が他の層と比べて高く、中

学生保護者では困窮層で「毎日２回以上」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

 

ｎ 毎日２回以上 毎日１回程度 週２〜６回
週１回またはし
ない

不明・無回答

1,714 0.2 1.1 8.2 89.8 0.8
困窮層 32 0.0 0.0 9.4 84.4 6.3
周辺層 86 0.0 2.3 9.3 88.4 0.0
一般層 561 0.0 0.7 11.8 87.2 0.4
困窮層 36 0.0 0.0 2.8 97.2 0.0
周辺層 79 0.0 0.0 3.8 96.2 0.0
一般層 499 0.4 1.6 6.0 91.2 0.8

全体

小学生

中学生

％

ｎ 毎日２回以上 毎日１回程度 週２〜６回
週１回またはし
ない

不明・無回答

1,714 0.8 2.0 28.6 68.0 0.6
困窮層 32 0.0 3.1 43.8 53.1 0.0
周辺層 86 2.3 2.3 27.9 67.4 0.0
一般層 561 0.5 1.6 28.0 69.5 0.4
困窮層 36 8.3 5.6 16.7 69.4 0.0
周辺層 79 1.3 2.5 19.0 77.2 0.0
一般層 499 0.4 2.4 31.7 65.5 0.0

全体

小学生

中学生

％
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問 25 あなたのご家庭では、お子さんの食生活について、どのような点に気をつけていま
すか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○） 

Ａ 栄養のバランスを考えていろいろな食品をとる 

栄養のバランスを考えていろいろな食品をとることに気をつけているかについてみると、「気をつ

けている」が 61.0％と最も多く、次いで「とても気をつけている」が 26.3％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層で「あまり気をつけていない」の割合が他の層と

比べて高くなっています。 

 

 

Ｂ 野菜をたくさん食べる 

野菜をたくさん食べることに気をつけているかについてみると、「気をつけている」が 58.8％と最

も多く、次いで「とても気をつけている」が 28.0％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「とても気をつけている」の

割合が他の層と比べて低くなっています。 

 

 

Ｃ 塩分の摂取量を控える 

塩分の摂取量を控えることに気をつけているかについてみると、「気をつけている」が 44.3％と最

も多く、次いで「あまり気をつけていない」が 40.3％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「あまり気をつけていない」

の割合が高くなっています。 

 

ｎ
とても気をつけ
ている

気をつけている
あまり気をつけ
ていない

まったく気をつ
けていない

わからない 不明・無回答

1,714 26.3 61.0 10.7 1.3 0.3 0.4
困窮層 32 21.9 65.6 9.4 3.1 0.0 0.0
周辺層 86 30.2 58.1 11.6 0.0 0.0 0.0
一般層 561 26.4 60.2 11.2 1.8 0.2 0.2
困窮層 36 13.9 63.9 19.4 2.8 0.0 0.0
周辺層 79 24.1 60.8 12.7 2.5 0.0 0.0
一般層 499 28.9 60.7 9.0 1.0 0.2 0.2

全体

％

小学生

中学生

ｎ
とても気をつけ
ている

気をつけている
あまり気をつけ
ていない

まったく気をつ
けていない

わからない 不明・無回答

1,714 28.0 58.8 11.2 1.3 0.2 0.5
困窮層 32 18.8 71.9 3.1 6.3 0.0 0.0
周辺層 86 30.2 54.7 14.0 0.0 1.2 0.0
一般層 561 28.2 59.2 10.5 2.0 0.0 0.2
困窮層 36 16.7 66.7 11.1 5.6 0.0 0.0
周辺層 79 27.8 63.3 8.9 0.0 0.0 0.0
一般層 499 30.1 57.3 11.2 1.0 0.2 0.2

％

全体

小学生

中学生

ｎ
とても気をつけ
ている

気をつけている
あまり気をつけ
ていない

まったく気をつ
けていない

わからない 不明・無回答

1,714 10.3 44.3 40.3 4.1 0.5 0.5
困窮層 32 6.3 34.4 50.0 6.3 3.1 0.0
周辺層 86 8.1 48.8 41.9 1.2 0.0 0.0
一般層 561 10.3 46.0 37.4 5.7 0.4 0.2
困窮層 36 5.6 30.6 55.6 8.3 0.0 0.0
周辺層 79 7.6 46.8 43.0 2.5 0.0 0.0
一般層 499 10.8 42.9 41.5 4.0 0.6 0.2

％

全体

小学生

中学生
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Ｄ 油分の摂取量を控える 

油分の摂取量を控えることに気をつけているかについてみると、「あまり気をつけていない」が

43.8％と最も多く、次いで「気をつけている」が 41.1％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「まったく気をつけていない」

の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

 

Ｅ 糖分の摂取量を控える 

糖分の摂取量を控えることに気をつけているかについてみると、「気をつけている」が 44.2％と最

も多く、次いで「あまり気をつけていない」が 41.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「まったく気をつけていない」の割合が他の層

と比べて高くなっています。 

 

 

問 26 お子さんが病気の時や、ご自身の⽤事の時などに頼れる親族や友人などが身近にい
ますか。（１つに○） 

こどもが病気の時や、ご自身の用事の時などに頼れる親族や友人などの有無についてみると、「い

る」が 66.8％、「いない」が 32.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「いない」の割合が他の層と

比べて高くなっています。 

 

  

ｎ
とても気をつけ
ている

気をつけている
あまり気をつけ
ていない

まったく気をつ
けていない

わからない 不明・無回答

1,714 8.9 41.1 43.8 5.3 0.5 0.4
困窮層 32 6.3 28.1 50.0 12.5 3.1 0.0
周辺層 86 9.3 38.4 50.0 2.3 0.0 0.0
一般層 561 8.7 43.0 41.4 6.4 0.4 0.2
困窮層 36 5.6 44.4 38.9 11.1 0.0 0.0
周辺層 79 5.1 43.0 45.6 6.3 0.0 0.0
一般層 499 8.2 38.9 46.7 5.4 0.6 0.2

全体

小学生

中学生

％

ｎ
とても気をつけ
ている

気をつけている
あまり気をつけ
ていない

まったく気をつ
けていない

わからない 不明・無回答

1,714 8.6 44.2 41.7 4.6 0.5 0.5
困窮層 32 6.3 34.4 43.8 12.5 3.1 0.0
周辺層 86 12.8 36.0 47.7 3.5 0.0 0.0
一般層 561 8.4 46.5 39.2 5.3 0.2 0.4
困窮層 36 5.6 38.9 47.2 8.3 0.0 0.0
周辺層 79 2.5 43.0 49.4 5.1 0.0 0.0
一般層 499 8.0 43.5 43.5 4.2 0.6 0.2

全体

小学生

中学生

％

ｎ いる いない 不明・無回答
1,714 66.8 32.7 0.5

困窮層 32 50.0 50.0 0.0
周辺層 86 67.4 32.6 0.0
一般層 561 69.5 30.5 0.0
困窮層 36 47.2 52.8 0.0
周辺層 79 65.8 34.2 0.0
一般層 499 64.5 35.1 0.4

小学生

中学生

全体
％
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問 27 あなたは、本当に困ったときや悩みがあるとき、相談できる人（家族、友人、親戚、
同僚など）がいますか。（１つに○） 

本当に困ったときや悩みがあるとき、相談できる人の有無についてみると、「いる」が 88.7％、「い

ない」が 10.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「いない」の割合が他の層と

比べて高くなっています。 

 

 

問 28 あなたのご家庭では、地域での付き合いをどの程度していますか。（１つに○） 

地域での付き合いの程度についてみると、「ある程度付き合っている」が 41.3％と最も多く、次い

で「あまり付き合っていない」が 36.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層、中学生保護者では困窮層・周辺層で「まったく

付き合っていない」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

頼れる親族や友人の有無別にみると、そうした親族や友人が「いる」層では「ある程度付き合ってい

る」が 47.2％と最も多く、「いない」層では「あまり付き合っていない」が 46.0％と最も多くなってい

ます。 

 

 

○クロス集計【頼れる親族や友人の有無別】 

 

ｎ いる いない 不明・無回答
1,714 88.7 10.9 0.4

困窮層 32 65.6 34.4 0.0
周辺層 86 87.2 11.6 1.2
一般層 561 92.5 7.5 0.0
困窮層 36 69.4 30.6 0.0
周辺層 79 83.5 16.5 0.0
一般層 499 88.8 11.0 0.2

全体

小学生

中学生

％

ｎ
よく付き合って
いる

ある程度付き
合っている

あまり付き合っ
ていない

まったく付き
合っていない

不明・無回答

1,714 10.3 41.3 36.9 11.2 0.3
困窮層 32 6.3 25.0 37.5 31.3 0.0
周辺層 86 17.4 43.0 29.1 10.5 0.0
一般層 561 11.1 45.8 34.8 8.4 0.0
困窮層 36 2.8 25.0 50.0 22.2 0.0
周辺層 79 11.4 27.8 41.8 19.0 0.0
一般層 499 9.4 37.7 39.7 13.0 0.2

％

中学生

全体

小学生

ｎ
よく付き合っ
ている

ある程度付き
合っている

あまり付き
合っていない

まったく付き
合っていない

不明・無回答

全体 1,714 10.3 41.3 36.9 11.2 0.3

いる 1,145 13.6 47.2 32.7 6.6 0.0

いない 561 3.6 29.6 46.0 20.9 0.0

（％）

問26 子の病気時や用事の
時などに頼れる親族や友人が
身近にいるか
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問 29 あなたのご家庭では、お子さんに次のことをしていますか。（それぞれ、あてはま
る番号１つに○） 

Ａ 毎⽉お小遣いを渡す 

毎月お小遣いを渡しているかについてみると、「している」が 54.1％と最も多く、次いで「していな

い、したくない（方針でしない）」が 41.5％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「していない、経済的にでき

ない」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

 

Ｂ 毎年新しい洋服・靴を買う 

毎年新しい洋服・靴を買っているかについてみると、「している」が 95.2％と最も多く、次いで「して

いない、したくない（方針でしない）」が 2.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「していない、経済的にでき

ない」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

  

ｎ している
していない、し
たくない（方針
でしない）

していない、経
済的にできない

不明・無回答

1,714 54.1 41.5 3.4 1.0
困窮層 32 25.0 40.6 34.4 0.0
周辺層 86 51.2 46.5 2.3 0.0
一般層 561 45.3 53.7 0.5 0.5
困窮層 36 33.3 13.9 52.8 0.0
周辺層 79 58.2 27.8 12.7 1.3
一般層 499 63.9 35.5 0.4 0.2

全体

小学生

中学生

％

ｎ している
していない、し
たくない（方針
でしない）

していない、経
済的にできない

不明・無回答

1,714 95.2 2.7 1.8 0.4
困窮層 32 81.3 6.3 12.5 0.0
周辺層 86 97.7 0.0 2.3 0.0
一般層 561 98.0 1.8 0.2 0.0
困窮層 36 66.7 2.8 30.6 0.0
周辺層 79 88.6 2.5 8.9 0.0
一般層 499 96.4 3.6 0.0 0.0

全体

小学生

中学生

％
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Ｃ 習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる 

習い事に通わせているかについてみると、「している」が 78.8％と最も多く、次いで「していない、

したくない（方針でしない）」が 14.1％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「していない、経済的にでき

ない」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

 

Ｄ 学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう） 

学習塾に通わせているかについてみると、「している」が 68.4％と最も多く、次いで「していない、

したくない（方針でしない）」が 22.5％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「していない、経済的

にできない」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

ｎ している
していない、し
たくない（方針
でしない）

していない、経
済的にできない

不明・無回答

1,714 78.8 14.1 5.2 1.9
困窮層 32 56.3 0.0 43.8 0.0
周辺層 86 91.9 3.5 4.7 0.0
一般層 561 92.5 7.3 0.2 0.0
困窮層 36 44.4 0.0 55.6 0.0
周辺層 79 64.6 13.9 21.5 0.0
一般層 499 69.7 25.3 2.2 2.8

全体

小学生

中学生

％

ｎ している
していない、し
たくない（方針
でしない）

していない、経
済的にできない

不明・無回答

1,714 68.4 22.5 7.1 1.9
困窮層 32 21.9 6.3 71.9 0.0
周辺層 86 57.0 22.1 20.9 0.0
一般層 561 69.2 26.9 3.0 0.9
困窮層 36 52.8 5.6 41.7 0.0
周辺層 79 64.6 16.5 19.0 0.0
一般層 499 73.3 23.0 2.4 1.2

中学生

全体

小学生

％
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Ｅ お誕生日のお祝いをする 

お誕生日のお祝いをしているかについてみると、「している」が 98.6％と最も多く、次いで「してい

ない、したくない（方針でしない）」が 0.6％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「していない、経済的にでき

ない」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

 

Ｆ １年に１回くらい家族旅⾏に⾏く 

１年に１回くらい家族旅行に行っているかについてみると、「している」が 82.1％と最も多く、次い

で「していない、経済的にできない」が 10.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「していない、経済的

にできない」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

  

ｎ している
していない、し
たくない（方針
でしない）

していない、経
済的にできない

不明・無回答

1,714 98.6 0.6 0.4 0.4
困窮層 32 93.8 0.0 6.3 0.0
周辺層 86 100.0 0.0 0.0 0.0
一般層 561 99.8 0.2 0.0 0.0
困窮層 36 88.9 0.0 11.1 0.0
周辺層 79 98.7 1.3 0.0 0.0
一般層 499 98.8 1.2 0.0 0.0

％

全体

小学生

中学生

ｎ している
していない、し
たくない（方針
でしない）

していない、経
済的にできない

不明・無回答

1,714 82.1 5.7 10.9 1.3
困窮層 32 21.9 0.0 78.1 0.0
周辺層 86 66.3 5.8 27.9 0.0
一般層 561 94.1 2.5 3.2 0.2
困窮層 36 19.4 5.6 75.0 0.0
周辺層 79 57.0 6.3 35.4 1.3
一般層 499 85.0 9.0 5.4 0.6

中学生

％

全体

小学生
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Ｇ クリスマスのプレゼントや正⽉のお年⽟をあげる 

クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげているかについてみると、「している」が 97.6％と最

も多く、次いで「していない、経済的にできない」が 1.1％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「していない、経済的にでき

ない」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

 

Ｈ こどもの学校⾏事などへ親が参加する 

こどもの学校行事などへ親が参加しているかについてみると、「している」が 97.3％と最も多く、次

いで「していない、したくない（方針でしない）」が 1.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層で「していない、経済的にできない」の割合が他

の層と比べて高くなっています。 

 

  

ｎ している
していない、し
たくない（方針
でしない）

していない、経
済的にできない

不明・無回答

1,714 97.6 1.0 1.1 0.4
困窮層 32 87.5 0.0 12.5 0.0
周辺層 86 98.8 0.0 1.2 0.0
一般層 561 99.6 0.2 0.0 0.2
困窮層 36 75.0 0.0 25.0 0.0
周辺層 79 91.1 3.8 5.1 0.0
一般層 499 98.8 1.2 0.0 0.0

全体

小学生

中学生

％

ｎ している
していない、し
たくない（方針
でしない）

していない、経
済的にできない

不明・無回答

1,714 97.3 1.2 0.7 0.8
困窮層 32 96.9 0.0 3.1 0.0
周辺層 86 95.3 2.3 1.2 1.2
一般層 561 99.8 0.2 0.0 0.0
困窮層 36 83.3 2.8 13.9 0.0
周辺層 79 96.2 2.5 1.3 0.0
一般層 499 97.0 1.6 0.6 0.8

％

全体

小学生

中学生
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問 30 「こどもの権利」とは、こどもが⼤人と同じく一人の人間として持つ権利であり、
安⼼して生活できること、自由に意⾒を⾔ったり活動したりできることなどが含
まれます。あなたは、「こどもの権利」について知っていますか。（１つに○） 

「こどもの権利」を知っているかについてみると、「ある程度少し知っている」が 40.1％と最も多く、

次いで「聞いたことはある」が 29.6％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層で「知らない」の割合が他の層と比べて高くなっ

ています。 

 

 

問 31 あなたは、「こどもの権利」について考えることはありますか。（１つに○） 

「こどもの権利」について考えることがあるかについてみると、「たまに考える機会がある」が

40.5％と最も多く、次いで「あまり考える機会はない」が 37.6％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「よく考える機会がある」の

割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

  

ｎ よく知っている
ある程度少し
知っている

聞いたことはあ
る

知らない 不明・無回答

1,714 20.9 40.1 29.6 8.9 0.4
困窮層 32 12.5 34.4 43.8 9.4 0.0
周辺層 86 20.9 46.5 24.4 8.1 0.0
一般層 561 20.7 41.5 30.7 7.0 0.2
困窮層 36 16.7 25.0 36.1 22.2 0.0
周辺層 79 19.0 34.2 38.0 8.9 0.0
一般層 499 22.4 40.9 28.3 8.4 0.0

％

中学生

全体

小学生

ｎ
よく考える機会
がある

たまに考える機
会がある

あまり考える機
会はない

考えたことはな
い

不明・無回答

1,714 13.7 40.5 37.6 7.6 0.6
困窮層 32 28.1 31.3 37.5 3.1 0.0
周辺層 86 14.0 46.5 36.0 3.5 0.0
一般層 561 14.3 40.6 37.8 7.0 0.4
困窮層 36 19.4 33.3 33.3 11.1 2.8
周辺層 79 8.9 43.0 36.7 10.1 1.3
一般層 499 13.6 39.3 39.3 7.6 0.2

％

全体

小学生

中学生
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問 32 あなたは、あなたのまわりのこどもで、次にあげるようなこどもの権利が守られて
いないと感じるものはありますか。（あてはまる番号すべてに○） 

あなたのまわりのこどもで、こどもの権利が守られていないと感じるものがあるかについてみると、

「こどもは自分に関することについて、意見を自由に言えて、大人に尊重されること」が 24.7％と最

も多く、次いで「大人はそのこどもにとって最も良いことを優先すること」が 20.8％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど回答割合が高くなる

項目が多く、特に「どんな理由でも差別されない権利」は小学生保護者の困窮層で４割台、中学生保護

者の困窮層で３割台後半となっています。 

 

  

ｎ
どんな理由でも
差別されない権
利

命が守られ、必
要な支援を受け
ながら成⻑でき
る権利

大人はそのこど
もにとって最も
良いことを優先
すること

こどもは自分に
関することにつ
いて、意見を自
由に言えて、大
人に尊重される
こと

あらゆる暴力か
ら守られる権利

教育を受ける権
利

休んだり、遊ん
だり、文化芸術
活動に参加する
権利

不明・無回答

1,714 18.3 11.7 20.8 24.7 15.2 10.8 13.8 49.4
困窮層 32 46.9 31.3 37.5 37.5 18.8 34.4 31.3 18.8
周辺層 86 20.9 12.8 20.9 31.4 14.0 10.5 22.1 45.3
一般層 561 13.4 8.9 20.5 23.0 11.6 6.4 11.2 52.8
困窮層 36 38.9 25.0 33.3 30.6 36.1 36.1 33.3 25.0
周辺層 79 21.5 15.2 22.8 30.4 15.2 19.0 15.2 43.0
一般層 499 17.4 9.8 18.2 23.6 15.2 8.2 12.0 53.3

全体

小学生

中学生

％
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６ ご家庭の家計について 

問 33 ご家庭の家計について、最も近いものをお答えください。（１つに○） 

家計についてみると、「黒字であり、毎月貯蓄をしている」が 45.2％と最も多く、次いで「赤字でも

黒字でもなく、ぎりぎりである」が 29.0％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「赤字であり、借金を

して生活している」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

問 34 あなたのご家庭では、過去１年の間に、お⾦が⾜りなくて、家族が必要とする食料
を買えないことがありましたか。（１つに○） 

過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買えないことがあったかについてみる

と、「まったくなかった」が 92.4％と最も多く、次いで「まれにあった」が 4.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「ときどきあった」「ま

れにあった」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

  

ｎ
赤字であり、借
金をして生活し
ている

赤字であり、貯
蓄を取り崩して
いる

赤字でも⿊字で
もなく、ぎりぎ
りである

⿊字であるが、
貯蓄はしていな
い

⿊字であり、毎
月貯蓄をしてい
る

その他 不明・無回答

1,714 3.2 9.2 29.0 9.9 45.2 0.9 2.7
困窮層 32 31.3 15.6 53.1 0.0 0.0 0.0 0.0
周辺層 86 7.0 23.3 40.7 7.0 20.9 1.2 0.0
一般層 561 0.4 5.3 27.8 11.4 53.3 0.4 1.4
困窮層 36 38.9 27.8 30.6 0.0 0.0 2.8 0.0
周辺層 79 12.7 26.6 40.5 3.8 15.2 1.3 0.0
一般層 499 1.2 7.6 24.0 10.6 53.5 1.8 1.2

全体

小学生

中学生

％

ｎ よくあった ときどきあった まれにあった
まったくなかっ
た

不明・無回答

1,714 0.4 1.8 4.7 92.4 0.8
困窮層 32 3.1 21.9 37.5 37.5 0.0
周辺層 86 1.2 8.1 19.8 70.9 0.0
一般層 561 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
困窮層 36 5.6 19.4 55.6 16.7 2.8
周辺層 79 0.0 3.8 22.8 73.4 0.0
一般層 499 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

％

全体

小学生

中学生
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問 35 あなたのご家庭では、過去１年の間に、お⾦が⾜りなくて、家族が必要とする⾐類
を買えないことがありましたか。（１つに○） 

過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣類を買えないことがあったかについてみる

と、「まったくなかった」が 89.6％と最も多く、次いで「まれにあった」が 6.0％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「ときどきあった」「ま

れにあった」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

問 36 あなたのご家庭では、お子さんの進学のために積⽴（預貯⾦）や学資保険などに加
⼊していますか。（１つに○） 

こどもの進学のために積立（預貯金）や学資保険などに加入しているかについてみると、「現在して

いる」が 74.7％と最も多く、次いで「していない」が 19.3％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「していない」の割合

が高くなる傾向がみられます。 

 

  

ｎ よくあった ときどきあった まれにあった
まったくなかっ
た

不明・無回答

1,714 0.9 2.6 6.0 89.6 0.9
困窮層 32 6.3 25.0 59.4 9.4 0.0
周辺層 86 4.7 9.3 30.2 55.8 0.0
一般層 561 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
困窮層 36 13.9 19.4 55.6 11.1 0.0
周辺層 79 2.5 10.1 32.9 54.4 0.0
一般層 499 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

全体

小学生

中学生

％

ｎ 現在している
過去にしていた
（進学のために
使用した）

過去にしていた
（進学以外に使
用した）

していない 不明・無回答

1,714 74.7 1.9 3.0 19.3 1.2
困窮層 32 40.6 0.0 12.5 46.9 0.0
周辺層 86 62.8 3.5 3.5 30.2 0.0
一般層 561 83.4 0.5 1.6 14.3 0.2
困窮層 36 44.4 2.8 13.9 38.9 0.0
周辺層 79 57.0 5.1 12.7 25.3 0.0
一般層 499 76.4 2.8 2.4 18.0 0.4

％

全体

小学生

中学生
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問 37 過去１年の間に、経済的な理由で、以下のサービス・料⾦について、⽀払えないこ
とがありましたか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○） 

Ａ 電話料⾦ 

過去１年の間に、電話料金が支払えないことがあったかについてみると、「なかった」が 92.2％と最

も多く、次いで「該当しない（払う必要がない）」が 6.0％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層・周辺層で「なかった」の割合が一般層と比べて

低くなっています。 

 

 

Ｂ 電気料⾦ 

過去１年の間に、電気料金が支払えないことがあったかについてみると、「なかった」が 92.4％と最

も多く、次いで「該当しない（払う必要がない）」が 5.8％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層で「あった」の割合が他の層と比べて高くなって

います。 

 

  

ｎ あった なかった
該当しない（払
う必要がない）

不明・無回答

1,714 0.8 92.2 6.0 1.0
困窮層 32 6.3 93.8 0.0 0.0
周辺層 86 3.5 90.7 5.8 0.0
一般層 561 0.0 95.0 5.0 0.0
困窮層 36 5.6 83.3 11.1 0.0
周辺層 79 5.1 84.8 8.9 1.3
一般層 499 0.0 95.0 5.0 0.0

全体

小学生

中学生

％

ｎ あった なかった
該当しない（払
う必要がない）

不明・無回答

1,714 0.8 92.4 5.8 1.0
困窮層 32 3.1 96.9 0.0 0.0
周辺層 86 4.7 89.5 5.8 0.0
一般層 561 0.0 95.2 4.8 0.0
困窮層 36 13.9 75.0 11.1 0.0
周辺層 79 3.8 87.3 7.6 1.3
一般層 499 0.0 94.8 5.2 0.0

全体

小学生

％

中学生
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Ｃ ガス料⾦ 

過去１年の間に、ガス料金が支払えないことがあったかについてみると、「なかった」が 88.5％と最

も多く、次いで「該当しない（払う必要がない）」が 9.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層で「あった」の割合が他の層と比べて高くなって

います。 

 

 

Ｄ ⽔道料⾦ 

過去１年の間に、水道料金が支払えないことがあったかについてみると、「なかった」が 92.1％と最

も多く、次いで「該当しない（払う必要がない）」が 5.8％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層・周辺層で、中学生保護者では困窮層で「あった」

の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

  

ｎ あった なかった
該当しない（払
う必要がない）

不明・無回答

1,714 0.7 88.5 9.7 1.1
困窮層 32 6.3 90.6 3.1 0.0
周辺層 86 4.7 86.0 8.1 1.2
一般層 561 0.0 90.4 9.6 0.0
困窮層 36 11.1 77.8 11.1 0.0
周辺層 79 1.3 86.1 11.4 1.3
一般層 499 0.0 91.0 9.0 0.0

全体

小学生

中学生

％

ｎ あった なかった
該当しない（払
う必要がない）

不明・無回答

1,714 1.1 92.1 5.8 1.0
困窮層 32 9.4 90.6 0.0 0.0
周辺層 86 5.8 88.4 5.8 0.0
一般層 561 0.0 95.2 4.8 0.0
困窮層 36 16.7 72.2 11.1 0.0
周辺層 79 2.5 88.6 7.6 1.3
一般層 499 0.0 94.8 5.2 0.0

中学生

全体

小学生

％
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Ｅ 家賃 

過去１年の間に、家賃が支払えないことがあったかについてみると、「なかった」が 70.2％と最も多

く、次いで「該当しない（払う必要がない）」が 27.1％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「あった」の割合が他の層と

比べて高くなっています。 

 

 

Ｆ 住宅ローン 

過去１年の間に、住宅ローンが支払えないことがあったかについてみると、「なかった」が 72.3％と

最も多く、次いで「該当しない（払う必要がない）」が 25.1％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「なかった」の割合が低くな

っています。 

 

  

ｎ あった なかった
該当しない（払
う必要がない）

不明・無回答

1,714 1.1 70.2 27.1 1.7
困窮層 32 15.6 62.5 18.8 3.1
周辺層 86 3.5 64.0 30.2 2.3
一般層 561 0.0 70.6 29.4 0.0
困窮層 36 11.1 63.9 22.2 2.8
周辺層 79 3.8 67.1 26.6 2.5
一般層 499 0.0 70.9 29.1 0.0

全体

％

小学生

中学生

ｎ あった なかった
該当しない（払
う必要がない）

不明・無回答

1,714 0.6 72.3 25.1 2.0
困窮層 32 6.3 56.3 31.3 6.3
周辺層 86 4.7 67.4 27.9 0.0
一般層 561 0.4 76.6 22.3 0.7
困窮層 36 0.0 50.0 38.9 11.1
周辺層 79 0.0 67.1 29.1 3.8
一般層 499 0.0 70.7 29.1 0.2

％

全体

小学生

中学生
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Ｇ その他の債務 

過去１年の間に、その他の債務が支払えないことがあったかについてみると、「なかった」が 62.4％

と最も多く、次いで「該当しない（払う必要がない）」が 32.3％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「あった」の割合が高

くなる傾向がみられます。 

 

 

問 38 過去１年間において、あなたのご家庭では、お子さんと次のような体験をしました
か。（１つに○） 

Ａ 海⽔浴に⾏く 

過去１年間において、海水浴に行ったかについてみると、「ない、その他の理由で」が 43.4％と最も

多く、次いで「ある」が 34.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「ない、金銭的な理由で」の

割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

ｎ あった なかった
該当しない（払
う必要がない）

不明・無回答

1,714 2.9 62.4 32.3 2.3
困窮層 32 28.1 40.6 28.1 3.1
周辺層 86 7.0 65.1 25.6 2.3
一般層 561 1.1 64.2 33.9 0.9
困窮層 36 36.1 30.6 27.8 5.6
周辺層 79 11.4 54.4 34.2 0.0
一般層 499 0.4 62.7 36.7 0.2

％

全体

小学生

中学生

ｎ ある
ない、金銭的な
理由で

ない、時間の制
約で

ない、その他の
理由で

不明・無回答

1,714 34.9 2.4 18.0 43.4 1.3
困窮層 32 34.4 40.6 12.5 12.5 0.0
周辺層 86 38.4 7.0 20.9 33.7 0.0
一般層 561 48.0 0.0 14.4 37.4 0.2
困窮層 36 22.2 38.9 13.9 25.0 0.0
周辺層 79 19.0 5.1 29.1 46.8 0.0
一般層 499 22.6 0.0 19.6 57.5 0.2

中学生

小学生

％

全体
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Ｂ 博物館・科学館・美術館などに⾏く 

過去１年間において、博物館・科学館・美術館などに行ったかについてみると、「ある」が 55.1％と

最も多く、次いで「ない、その他の理由で」が 29.1％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「ない、金銭的な理由で」の

割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

 

Ｃ キャンプやバーベキューに⾏く 

過去１年間において、キャンプやバーベキューに行ったかについてみると、「ない、その他の理由で」

が 41.8％と最も多く、次いで「ある」が 39.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「ない、金銭的な理由で」の

割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

  

ｎ ある
ない、金銭的な
理由で

ない、時間の制
約で

ない、その他の
理由で

不明・無回答

1,714 55.1 1.5 13.0 29.1 1.3
困窮層 32 46.9 34.4 6.3 12.5 0.0
周辺層 86 60.5 2.3 20.9 16.3 0.0
一般層 561 70.9 0.0 9.3 19.3 0.5
困窮層 36 19.4 25.0 27.8 27.8 0.0
周辺層 79 36.7 0.0 19.0 44.3 0.0
一般層 499 46.9 0.0 15.0 37.9 0.2

全体

小学生

中学生

％

ｎ ある
ない、金銭的な
理由で

ない、時間の制
約で

ない、その他の
理由で

不明・無回答

1,714 39.2 2.9 14.9 41.8 1.2
困窮層 32 25.0 50.0 6.3 18.8 0.0
周辺層 86 44.2 5.8 18.6 31.4 0.0
一般層 561 52.9 0.0 11.2 35.7 0.2
困窮層 36 8.3 38.9 19.4 33.3 0.0
周辺層 79 16.5 7.6 20.3 55.7 0.0
一般層 499 30.3 0.0 17.2 52.3 0.2

％

全体

小学生

中学生
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Ｄ スポーツ観戦や劇場に⾏く 

過去１年間において、スポーツ観戦や劇場に行ったかについてみると、「ある」が 59.7％と最も多く、

次いで「ない、その他の理由で」が 27.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「ない、金銭的な理由で」の

割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

 

Ｅ 遊園地やテーマパークに⾏く 

過去１年間において、遊園地やテーマパークに行ったかについてみると、「ある」が 67.7％と最も多

く、次いで「ない、その他の理由で」が 18.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「ない、金銭的な理由で」の

割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

ｎ ある
ない、金銭的な
理由で

ない、時間の制
約で

ない、その他の
理由で

不明・無回答

1,714 59.7 2.8 9.0 27.7 0.8
困窮層 32 28.1 53.1 6.3 12.5 0.0
周辺層 86 62.8 9.3 9.3 18.6 0.0
一般層 561 69.2 0.0 7.3 23.5 0.0
困窮層 36 36.1 33.3 5.6 25.0 0.0
周辺層 79 44.3 5.1 12.7 38.0 0.0
一般層 499 57.3 0.2 10.0 32.5 0.0

全体

小学生

中学生

％

ｎ ある
ない、金銭的な
理由で

ない、時間の制
約で

ない、その他の
理由で

不明・無回答

1,714 67.7 5.0 7.8 18.7 0.8
困窮層 32 34.4 62.5 3.1 0.0 0.0
周辺層 86 77.9 8.1 5.8 8.1 0.0
一般層 561 83.2 1.4 4.1 11.2 0.0
困窮層 36 19.4 58.3 11.1 11.1 0.0
周辺層 79 45.6 10.1 15.2 29.1 0.0
一般層 499 59.7 1.2 10.4 28.7 0.0

％

全体

小学生

中学生
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問 39 次のもののうち、経済的理由のためにあなたの世帯にないものはありますか（⽅針
として所有していないものは除く）。（あてはまる番号すべてに○） 

経済的理由のために世帯ないものについてみると、「あてはまるものはない」が 63.2％と最も多く、

次いで「新聞の定期購読（ネット含む）」が 7.9％となっています。 

小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど回答割合が高くなる項目が多く、特に「急な出

費のための貯金（５万円以上）」は小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で５割台となっています。 

 

 

問 40 あなたの世帯で、次のような公的年⾦、社会保障給付⾦の１回あたりの⽀給額はい
くらですか。（数字を記⼊） 

Ａ 児童手当 

児童手当の支給額についてみると、「５万円以上」が 22.5％と最も多く、次いで「４万円台」が

19.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「５万円以上」の割合

が高くなる傾向がみられます。 

 

  

ｎ
こどもの年齢に
合った本

こども用のス
ポーツ用品・お
もちゃ

こどもが自宅で
宿題をすること
ができる場所

洗濯機 炊飯器 掃除機 暖房機器 冷房機器 電子レンジ

1,714 1.2 0.7 2.9 0.1 0.1 0.2 0.3 0.5 0.1
困窮層 32 15.6 9.4 28.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
周辺層 86 1.2 1.2 5.8 0.0 0.0 0.0 0.0 3.5 0.0
一般層 561 0.4 0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
困窮層 36 16.7 13.9 25.0 0.0 0.0 5.6 5.6 8.3 0.0
周辺層 79 1.3 1.3 8.9 0.0 0.0 0.0 1.3 1.3 0.0
一般層 499 0.2 0.0 1.4 0.0 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

ｎ
電話（携帯電
話・スマート
フォン含む）

インターネット
につながるパソ
コン

新聞の定期購読
（ネット含む）

世帯専用のおふ
ろ

世帯人数分の
ベッドまたは布
団

急な出費のため
の貯金（５万円
以上）

あてはまるもの
はない

不明・無回答

1,714 0.4 2.1 7.9 0.2 1.8 7.1 63.2 21.4
困窮層 32 9.4 9.4 34.4 0.0 15.6 53.1 21.9 3.1
周辺層 86 1.2 8.1 12.8 0.0 5.8 26.7 45.3 15.1
一般層 561 0.0 0.4 6.1 0.0 0.7 2.1 69.7 21.0
困窮層 36 5.6 13.9 41.7 2.8 16.7 55.6 8.3 5.6
周辺層 79 0.0 8.9 20.3 1.3 2.5 24.1 50.6 7.6
一般層 499 0.0 1.0 4.8 0.0 0.6 1.2 72.3 20.0

％

全体

小学生

中学生

全体

小学生

中学生

％

ｎ なし １万円未満 １万円台 ２万円台 ３万円台 ４万円台 ５万円以上 不明・無回答
1,714 16.0 8.4 9.6 8.1 0.5 19.2 22.5 15.9

困窮層 32 6.3 3.1 9.4 3.1 3.1 15.6 56.3 3.1
周辺層 86 11.6 5.8 7.0 7.0 0.0 20.9 41.9 5.8
一般層 561 16.6 7.5 11.2 7.3 0.5 20.0 26.4 10.5
困窮層 36 0.0 5.6 8.3 2.8 0.0 27.8 44.4 11.1
周辺層 79 10.1 3.8 15.2 7.6 0.0 21.5 30.4 11.4
一般層 499 20.2 11.0 7.6 11.2 0.4 20.2 17.4 11.8

％
全体

小学生

中学生
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Ｂ 児童育成手当 

児童育成手当の支給額についてみると、「なし」が 62.7％と最も多く、次いで「３万円以上」が

0.6％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層で「なし」の割合が他の層と比べて低くなってい

ます。 

 
 

Ｃ 児童扶養手当 

児童扶養手当の支給額についてみると、「なし」が 63.0％と最も多く、次いで「３万円以上」が

0.3％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層で「なし」の割合が他の層と比べて低くなってい

ます。 

 
 

Ｄ 特別児童扶養手当 

特別児童扶養手当の支給額についてみると、「なし」が 63.4％と最も多く、次いで「３万円以上」が

0.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層で「なし」の割合が他の層と比べて低くなってい

ます。 

 
  

ｎ なし １万円未満 １万円台 ２万円台 ３万円以上 不明・無回答
1,714 62.7 0.1 0.1 0.1 0.6 36.5

困窮層 32 65.6 0.0 0.0 0.0 3.1 31.3
周辺層 86 67.4 0.0 1.2 0.0 0.0 31.4
一般層 561 65.6 0.0 0.0 0.0 0.4 34.0
困窮層 36 52.8 0.0 0.0 0.0 8.3 38.9
周辺層 79 72.2 0.0 0.0 1.3 1.3 25.3
一般層 499 70.3 0.2 0.0 0.0 0.8 28.7

％
全体

小学生

中学生

ｎ なし １万円未満 １万円台 ２万円台 ３万円以上 不明・無回答
1,714 63.0 0.1 0.1 0.1 0.3 36.6

困窮層 32 68.8 0.0 0.0 0.0 0.0 31.3
周辺層 86 68.6 0.0 0.0 0.0 0.0 31.4
一般層 561 65.8 0.0 0.0 0.0 0.2 34.0
困窮層 36 50.0 0.0 0.0 0.0 8.3 41.7
周辺層 79 70.9 1.3 1.3 1.3 0.0 25.3
一般層 499 71.3 0.0 0.0 0.0 0.2 28.5

全体

小学生

中学生

％

ｎ なし １万円未満 １万円台 ２万円台 ３万円以上 不明・無回答
1,714 63.4 0.1 0.1 0.0 0.2 36.3

困窮層 32 65.6 0.0 0.0 0.0 3.1 31.3
周辺層 86 67.4 0.0 0.0 0.0 1.2 31.4
一般層 561 66.1 0.0 0.0 0.0 0.2 33.7
困窮層 36 61.1 0.0 0.0 0.0 0.0 38.9
周辺層 79 74.7 0.0 0.0 0.0 0.0 25.3
一般層 499 71.1 0.0 0.2 0.0 0.0 28.7

全体

小学生

中学生

％
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Ｅ 年⾦（遺族年⾦、⽼齢年⾦など） 

年金の支給額についてみると、「なし」が 63.2％と最も多く、次いで「３万円以上」が 0.9％となっ

ています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層で「なし」の割合が他の層と比べて低くなってい

ます。 

 
 

Ｆ 生活保護 

生活保護の支給額についてみると、「なし」が 64.2％と最も多く、次いで「１万円未満」「３万円以上」

が 0.1％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層で「なし」の割合が他の層と比べて低くなってい

ます。 

 
  

ｎ なし １万円未満 １万円台 ２万円台 ３万円以上 不明・無回答
1,714 63.2 0.1 0.0 0.1 0.9 35.7

困窮層 32 68.8 0.0 0.0 0.0 3.1 28.1
周辺層 86 67.4 0.0 0.0 0.0 0.0 32.6
一般層 561 66.8 0.0 0.0 0.0 0.4 32.8
困窮層 36 58.3 2.8 0.0 0.0 0.0 38.9
周辺層 79 73.4 0.0 0.0 1.3 1.3 24.1
一般層 499 70.7 0.0 0.0 0.2 1.6 27.5

％
全体

小学生

中学生

ｎ なし １万円未満 １万円台 ２万円台 ３万円以上 不明・無回答
1,714 64.2 0.1 0.0 0.0 0.1 35.6

困窮層 32 68.8 0.0 0.0 0.0 0.0 31.3
周辺層 86 69.8 0.0 0.0 0.0 1.2 29.1
一般層 561 67.4 0.2 0.0 0.0 0.0 32.4
困窮層 36 61.1 0.0 0.0 0.0 0.0 38.9
周辺層 79 74.7 0.0 0.0 0.0 0.0 25.3
一般層 499 71.9 0.0 0.0 0.0 0.0 28.1

％
全体

小学生

中学生
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問 41 問 40 で回答いただいた、公的年⾦と社会保障給付⾦以外の収⼊についておうかが
いします。お子さんと生計を共にしている世帯全員の⽅の、おおよその年間収⼊（税
込）はいくらですか。（１つに○） 

世帯全員の年間収入についてみると、「900 万円以上」が 45.2％と最も多く、次いで「800～

900 万円未満」が 8.1％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「900 万円以上」の割

合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

問 42 お子さんの生活費や学費についておうかがいします。次の費⽤は、毎⽉いくらくら
いかかっていますか。平均的な⾦額を教えてください。（数字を記⼊） 

Ａ 授業料・学校納付⾦ 

毎月の授業料・学校納付金についてみると、「10,000～30,000 円未満」が 23.9％と最も多く、

次いで「50,000 円以上」が 17.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では生活困難層ほど「50,000 円以上」の割合が低くなる

傾向がみられます。 

 

  

ｎ
収入はない（０
円）

１〜50万円未満
50〜100万円未
満

100〜200万円未
満

200〜300万円未
満

300〜400万円未
満

400〜500万円未
満

1,714 2.3 0.6 0.5 0.4 0.9 2.3 4.0
困窮層 32 9.4 0.0 3.1 3.1 6.3 3.1 9.4
周辺層 86 17.4 4.7 3.5 3.5 1.2 2.3 5.8
一般層 561 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 5.0
困窮層 36 11.1 2.8 0.0 5.6 11.1 16.7 11.1
周辺層 79 13.9 3.8 3.8 0.0 2.5 11.4 7.6
一般層 499 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 2.2 4.0

ｎ
500〜600万円未
満

600〜700万円未
満

700〜800万円未
満

800〜900万円未
満

900万円以上 わからない 不明・無回答

1,714 4.8 6.4 5.5 8.1 45.2 4.7 14.2
困窮層 32 9.4 12.5 9.4 12.5 6.3 9.4 6.3
周辺層 86 8.1 15.1 7.0 11.6 15.1 4.7 0.0
一般層 561 5.7 7.7 6.8 8.9 59.4 5.0 0.0
困窮層 36 0.0 8.3 5.6 5.6 8.3 5.6 8.3
周辺層 79 8.9 8.9 7.6 7.6 19.0 5.1 0.0
一般層 499 5.0 5.0 6.0 9.8 62.9 4.6 0.0

％

全体

小学生

中学生

全体

小学生

中学生

％

ｎ なし 5,000円未満
5,000〜10,000
円未満

10,000〜30,000
円未満

30,000〜50,000
円未満

50,000円以上 不明・無回答

1,714 13.4 6.0 14.8 23.9 2.7 17.2 21.9
困窮層 32 9.4 6.3 15.6 31.3 3.1 18.8 15.6
周辺層 86 16.3 7.0 19.8 34.9 4.7 5.8 11.6
一般層 561 18.7 11.6 21.2 24.1 1.2 5.7 17.5
困窮層 36 16.7 8.3 5.6 33.3 2.8 8.3 25.0
周辺層 79 11.4 1.3 21.5 17.7 6.3 25.3 16.5
一般層 499 11.4 1.8 11.0 27.9 4.0 31.7 12.2

％

全体

小学生

中学生
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Ｂ 塾など、学校外でかかる教育費 

毎月の塾など、学校外でかかる教育費についてみると、「50,000 円以上」が 27.7％と最も多く、

次いで「30,000～50,000 円未満」が 17.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では生活困難層ほど「なし」の割合が高く、中学生保護者で

は生活困難層ほど「50,000 円以上」の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

Ｃ 習い事（スポーツクラブなど以外） 

毎月の習い事の費用についてみると、「なし」が 37.9％と最も多く、次いで「10,000～30,000

円未満」が 23.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「なし」の割合が他の層と比べて高くなってい

ます。 

 

 

Ｄ スポーツクラブ・部活 

毎月のスポーツクラブ・部活の費用についてみると、「なし」が 48.4％と最も多く、次いで

「10,000～30,000 円未満」が 11.4％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「なし」の割合が他の層と比べて高くなってい

ます。 

 

  

ｎ なし 5,000円未満
5,000〜10,000
円未満

10,000〜30,000
円未満

30,000〜50,000
円未満

50,000円以上 不明・無回答

1,714 16.6 1.2 5.4 16.9 17.9 27.7 14.3
困窮層 32 43.8 3.1 9.4 15.6 6.3 6.3 15.6
周辺層 86 18.6 2.3 4.7 23.3 14.0 29.1 8.1
一般層 561 13.7 2.1 8.9 22.6 17.1 28.3 7.1
困窮層 36 25.0 0.0 5.6 19.4 16.7 16.7 16.7
周辺層 79 15.2 1.3 5.1 15.2 29.1 24.1 10.1
一般層 499 20.2 0.6 1.2 14.8 22.0 33.5 7.6

全体

小学生

中学生

％

ｎ なし 5,000円未満
5,000〜10,000
円未満

10,000〜30,000
円未満

30,000〜50,000
円未満

50,000円以上 不明・無回答

1,714 37.9 2.9 9.6 23.9 5.3 1.6 18.8
困窮層 32 34.4 6.3 6.3 18.8 18.8 0.0 15.6
周辺層 86 24.4 2.3 17.4 37.2 2.3 0.0 16.3
一般層 561 24.8 4.3 15.2 35.7 8.2 2.0 10.0
困窮層 36 61.1 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 27.8
周辺層 79 54.4 1.3 3.8 20.3 2.5 0.0 17.7
一般層 499 58.9 2.4 6.6 15.2 2.4 1.2 13.2

％

全体

小学生

中学生

ｎ なし 3,000円未満
3,000〜5,000円
未満

5,000〜10,000
円未満

10,000〜30,000
円未満

30,000円以上 不明・無回答

1,714 48.4 6.8 2.5 7.6 11.4 2.2 21.1
困窮層 32 59.4 6.3 0.0 6.3 6.3 6.3 15.6
周辺層 86 46.5 5.8 2.3 10.5 11.6 4.7 18.6
一般層 561 52.2 4.5 2.3 8.9 16.8 1.8 13.5
困窮層 36 47.2 8.3 2.8 5.6 11.1 2.8 22.2
周辺層 79 54.4 7.6 2.5 10.1 11.4 2.5 11.4
一般層 499 52.5 9.0 4.8 8.4 9.8 2.4 13.0

全体

小学生

中学生

％
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Ｅ こどもの昼食代、夕食代、おやつ代（外食含む） 

毎月のこどもの昼食代、夕食代、おやつ代についてみると、「10,000～30,000 円未満」が

31.3％と最も多く、次いで「5,000～10,000 円未満」が 11.6％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「10,000～30,000 円未満」、中学生保護者

では困窮層で「30,000～50,000 円未満」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

 

Ｆ こどもの服・靴 

毎月のこどもの服・靴の費用についてみると、「5,000～10,000 円未満」が 28.3％と最も多く、

次いで「10,000～30,000 円未満」が 26.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「なし」の割合が他の層と比べて高くなってい

ます。 

 

 

Ｇ お小遣い 

毎月のお小遣いについてみると、「3,000 円未満」が 27.9％と最も多く、次いで「なし」が 26.8％

となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「なし」の割合が他の層と比

べて高くなっています。 

 

  

ｎ なし 3,000円未満
3,000〜5,000円
未満

5,000〜10,000
円未満

10,000〜30,000
円未満

30,000〜50,000
円未満

50,000円以上 不明・無回答

1,714 7.3 6.3 6.4 11.6 31.3 11.4 5.3 20.5
困窮層 32 3.1 3.1 0.0 21.9 40.6 15.6 6.3 9.4
周辺層 86 7.0 8.1 9.3 16.3 30.2 12.8 3.5 12.8
一般層 561 8.0 5.9 6.2 11.6 33.9 11.6 5.7 17.1
困窮層 36 5.6 2.8 2.8 11.1 33.3 19.4 8.3 16.7
周辺層 79 12.7 6.3 3.8 15.2 27.8 11.4 7.6 15.2
一般層 499 9.0 8.6 8.6 14.6 31.5 11.6 5.8 10.2

％

全体

小学生

中学生

ｎ なし 3,000円未満
3,000〜5,000円
未満

5,000〜10,000
円未満

10,000〜30,000
円未満

30,000円以上 不明・無回答

1,714 4.0 8.7 12.4 28.3 26.9 2.0 17.6
困窮層 32 28.1 9.4 9.4 9.4 31.3 3.1 9.4
周辺層 86 4.7 5.8 9.3 33.7 32.6 0.0 14.0
一般層 561 2.0 11.2 15.9 31.0 26.6 2.1 11.2
困窮層 36 8.3 11.1 8.3 25.0 19.4 5.6 22.2
周辺層 79 8.9 10.1 12.7 21.5 30.4 3.8 12.7
一般層 499 3.8 8.6 13.4 33.5 30.5 1.0 9.2

％

全体

小学生

中学生

ｎ なし 3,000円未満
3,000〜5,000円
未満

5,000〜10,000
円未満

10,000〜30,000
円未満

30,000円以上 不明・無回答

1,714 26.8 27.9 14.9 9.5 4.8 0.4 15.8
困窮層 32 40.6 28.1 6.3 9.4 3.1 3.1 9.4
周辺層 86 34.9 33.7 4.7 8.1 5.8 0.0 12.8
一般層 561 35.3 41.0 5.0 5.2 2.0 0.5 11.1
困窮層 36 36.1 11.1 11.1 16.7 8.3 0.0 16.7
周辺層 79 24.1 22.8 22.8 13.9 8.9 0.0 7.6
一般層 499 21.2 19.2 28.9 15.4 7.0 0.4 7.8

中学生

％

全体

小学生
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Ｈ （お子さんの）携帯電話・スマートフォンの代⾦ 

毎月の携帯電話・スマートフォンの代金についてみると、「3,000 円未満」が 32.4％と最も多く、次

いで「3,000～5,000 円未満」が 18.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では生活困難層ほど「3,000 円未満」の割合が低くなる傾

向がみられます。 

 

 

問 43 あなたのご家庭では、お子さんのために就学援助費を受け取っていますか。 
（１つに○） 

就学援助費を受け取っているかについてみると、「受け取っていない」が 88.2％と最も多く、次い

で「受け取っている」が 7.1％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「受け取っている」の

割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

 

  

ｎ なし 3,000円未満
3,000〜5,000円
未満

5,000〜10,000
円未満

10,000〜30,000
円未満

30,000円以上 不明・無回答

1,714 12.8 32.4 18.2 15.1 6.3 0.2 14.9
困窮層 32 21.9 28.1 9.4 18.8 6.3 0.0 15.6
周辺層 86 17.4 36.0 17.4 9.3 11.6 0.0 8.1
一般層 561 19.4 46.2 14.8 7.3 2.7 0.0 9.6
困窮層 36 11.1 22.2 13.9 22.2 16.7 0.0 13.9
周辺層 79 6.3 31.6 21.5 19.0 13.9 1.3 6.3
一般層 499 7.0 25.5 25.5 25.3 8.2 0.6 8.0

％

全体

小学生

中学生

ｎ 受け取っている
受け取っていな
い

わからない 不明・無回答

1,714 7.1 88.2 1.6 3.0
困窮層 32 37.5 59.4 3.1 0.0
周辺層 86 11.6 86.0 1.2 1.2
一般層 561 4.3 94.1 1.6 0.0
困窮層 36 36.1 58.3 5.6 0.0
周辺層 79 19.0 77.2 2.5 1.3
一般層 499 6.4 92.4 1.2 0.0

全体

小学生

中学生

％
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問 43 で「受け取っていない」を選んだ⽅ 
問 43-２ 受け取っていない理由は、何ですか。次のうち最も近いものに○をつけてくだ

さい。（１つに○） 

就学援助費を受け取っていない理由についてみると、「申請しなかった（必要ないと判断した）」が

63.4％と最も多く、次いで「申請しなかった（必要であるが、申請要件を満たしていなかった）」が

21.0％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「申請しなかった（必

要であるが、申請要件を満たしていなかった）」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

  

ｎ

申請しなかった
（必要である
が、申請要件を
満たしていな
かった）

申請しなかった
（必要である
が、申請の仕方
がわからなかっ
た）

申請しなかった
（必要である
が、申請するこ
とに抵抗があっ
た）

申請しなかった
（必要ないと判
断した）

申請したが、認
定されなかった

就学援助制度を
知らなかった

その他 不明・無回答

1,512 21.0 0.3 0.3 63.4 6.2 4.1 2.2 2.4
困窮層 19 47.4 0.0 5.3 10.5 21.1 5.3 5.3 5.3
周辺層 74 25.7 0.0 1.4 55.4 6.8 6.8 2.7 1.4
一般層 528 13.8 0.2 0.4 75.2 3.4 3.8 1.9 1.3
困窮層 21 47.6 0.0 0.0 14.3 33.3 0.0 4.8 0.0
周辺層 61 31.1 1.6 0.0 47.5 9.8 6.6 1.6 1.6
一般層 461 23.0 0.4 0.0 62.3 7.6 2.8 2.8 1.1

全体

小学生

中学生

％
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７ お子さんのお母さまとお父さまのこれまでのご経験について 

問 44 お子さんのお⺟さまが、最後に通った学校は次のどちらにあたりますか。 
（１つに○） 

母親の最終学歴についてみると、「大学」が 43.1％と最も多く、次いで「短期大学」が 20.0％とな

っています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「大学」の割合が低く

なる傾向がみられます。 

 

 

問 44 で「わからない」以外を選んだ⽅ 
問 44-１ お子さんのお⺟さまは、問 44 で答えた学校を卒業されましたか。（１つに○） 

母親の卒業状況についてみると、「卒業した」が 93.2％と最も多く、次いで「中途退学した」が

3.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では周辺層で、中学生保護者では困窮層で「卒業した」が他

の層と比べて低くなっています。 

 

  

ｎ 中学校
高等学校（全日
制）

高等学校（定時
制または通信
制）

高等専修学校
（中学校卒業後
に進む１〜４年
間の専修学校）

高等専門学校
（中学校卒業時
に進む５年間の
学校、高専）

短期大学

専門学校（高校
卒業時に進む１
〜４年間程度の
専修学校専門課
程）

大学 大学院 その他 わからない 不明・無回答

1,714 0.3 10.4 1.6 0.5 0.2 20.0 16.3 43.1 4.4 0.2 0.2 2.7
困窮層 32 3.1 31.3 6.3 0.0 0.0 18.8 3.1 31.3 6.3 0.0 0.0 0.0
周辺層 86 0.0 7.0 1.2 2.3 0.0 14.0 19.8 47.7 4.7 0.0 0.0 3.5
一般層 561 0.2 7.3 0.7 0.4 0.0 18.2 14.8 52.2 4.8 0.2 0.2 1.1
困窮層 36 2.8 22.2 2.8 0.0 0.0 22.2 27.8 16.7 2.8 0.0 0.0 2.8
周辺層 79 0.0 20.3 5.1 1.3 1.3 21.5 13.9 31.6 1.3 0.0 1.3 2.5
一般層 499 0.4 9.0 1.2 0.2 0.4 21.8 16.2 41.7 5.0 0.2 0.2 3.6

中学生

全体

小学生

％

ｎ 卒業した 中途退学した その他 不明・無回答
1,664 93.2 3.9 0.4 2.5

困窮層 32 96.9 0.0 0.0 3.1
周辺層 83 86.7 8.4 1.2 3.6
一般層 554 96.0 2.5 0.0 1.4
困窮層 35 85.7 11.4 0.0 2.9
周辺層 76 90.8 6.6 0.0 2.6
一般層 480 93.3 3.8 0.6 2.3

全体

小学生

中学生

％



第３部 子育て世帯生活実態調査結果 

352 

問 45 お子さんのお父さまが、最後に通った学校は次のどちらにあたりますか。 
（１つに○） 

父親の最終学歴についてみると、「大学」が 56.9％と最も多く、次いで「大学院」が 12.3％となっ

ています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「高等学校（全日制）」の割合

が他の層と比べて高く、「大学」の割合が低くなっています。 

 

 

問 45 で「わからない」以外を選んだ⽅ 
問 45-１ お子さんのお父さまは、問 45 で答えた学校を卒業されましたか。（１つに○） 

父親の卒業状況についてみると、「卒業した」が 93.9％と最も多く、次いで「中途退学した」が

5.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、中学生保護者では困窮層・周辺層で「卒業した」が一般層と比べて低くな

っています。 

 

 

問 46 あなたが 15 歳の頃の、あなたのご家庭の暮らし向きについて、最も近いものに○
をつけてください。（１つに○） 

回答者が 15 歳の頃の、家庭の暮らし向きについてみると、「ふつう」が 46.6％と最も多く、次いで

「ややゆとりがあった」が 19.6％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では生活困難層ほど「やや苦しかった」の割合が高くなる傾

向がみられます。 

 

ｎ 中学校
高等学校（全日
制）

高等学校（定時
制または通信
制）

高等専修学校
（中学校卒業後
に進む１〜４年
間の専修学校）

高等専門学校
（中学校卒業時
に進む５年間の
学校、高専）

短期大学

専門学校（高校
卒業時に進む１
〜４年間程度の
専修学校専門課
程）

大学 大学院 その他 わからない 不明・無回答

1,714 0.6 10.7 2.3 0.2 1.0 0.5 11.0 56.9 12.3 0.3 0.2 4.0
困窮層 32 3.1 31.3 3.1 0.0 3.1 0.0 12.5 37.5 3.1 0.0 0.0 6.3
周辺層 86 0.0 10.5 3.5 1.2 0.0 0.0 18.6 53.5 11.6 0.0 0.0 1.2
一般層 561 0.4 8.0 2.3 0.2 1.1 0.5 8.9 64.9 11.8 0.2 0.0 1.8
困窮層 36 2.8 30.6 5.6 0.0 2.8 2.8 19.4 25.0 5.6 0.0 2.8 2.8
周辺層 79 1.3 21.5 2.5 0.0 1.3 0.0 12.7 51.9 3.8 0.0 0.0 5.1
一般層 499 0.4 10.0 1.8 0.4 0.6 0.6 9.6 57.1 15.0 0.2 0.0 4.2

全体

％

小学生

中学生

ｎ 卒業した 中途退学した その他 不明・無回答
1,643 93.9 5.2 0.1 0.9

困窮層 30 93.3 6.7 0.0 0.0
周辺層 85 89.4 10.6 0.0 0.0
一般層 551 94.4 4.5 0.0 1.1
困窮層 34 88.2 11.8 0.0 0.0
周辺層 75 86.7 13.3 0.0 0.0
一般層 478 94.8 4.0 0.2 1.0

全体

小学生

中学生

％

ｎ
大変ゆとりが
あった

ややゆとりが
あった

ふつう やや苦しかった 大変苦しかった 不明・無回答

1,714 11.4 19.6 46.6 15.2 5.1 2.2
困窮層 32 3.1 21.9 40.6 25.0 9.4 0.0
周辺層 86 10.5 16.3 47.7 20.9 3.5 1.2
一般層 561 10.0 19.8 51.2 14.6 3.0 1.4
困窮層 36 11.1 13.9 44.4 19.4 8.3 2.8
周辺層 79 12.7 13.9 40.5 17.7 13.9 1.3
一般層 499 10.2 22.4 44.1 15.0 5.6 2.6

全体

小学生

中学生

％
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問 47 お子さんのお⺟さまが、成人する前に以下のような体験をしたことがありますか。 
（あてはまる番号すべてに○） 

母親が、成人する前に以下のような体験をしたことがあるかについてみると、「いずれも経験したこ

とがない」が 79.0％と最も多く、次いで「両親が離婚した」が 7.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では困窮層で「父親が亡くなった」の割合が他の層と比べて

高くなっています。 

 

 

問 48 お子さんのお父さまが、成人する前に以下のような体験をしたことがありますか。 
（あてはまる番号すべてに○） 

父親が、成人する前に以下のような体験をしたことがあるかについてみると、「いずれも経験したこ

とがない」が 79.8％と最も多く、次いで「両親が離婚した」が 6.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「両親が離婚した」の

割合が高くなる傾向がみられます。 

 

  

ｎ 両親が離婚した
親が生活保護を
受けていた

⺟親が亡くなっ
た

父親が亡くなっ
た

親から暴力を振
るわれた

育児放棄（ネグ
レクト）された

いずれも経験し
たことがない

不明・無回答

1,714 7.2 0.7 1.0 3.2 5.1 0.9 79.0 4.9
困窮層 32 9.4 0.0 0.0 9.4 3.1 0.0 71.9 6.3
周辺層 86 7.0 1.2 0.0 1.2 8.1 1.2 76.7 7.0
一般層 561 6.6 0.5 1.6 3.4 4.6 1.1 82.4 1.8
困窮層 36 8.3 2.8 0.0 5.6 8.3 0.0 72.2 5.6
周辺層 79 12.7 0.0 0.0 3.8 6.3 0.0 74.7 3.8
一般層 499 6.0 0.4 1.0 2.8 5.6 0.6 79.6 5.8

全体

％

中学生

小学生

ｎ 両親が離婚した
親が生活保護を
受けていた

⺟親が亡くなっ
た

父親が亡くなっ
た

親から暴力を振
るわれた

育児放棄（ネグ
レクト）された

いずれも経験し
たことがない

不明・無回答

1,714 6.2 0.3 1.6 2.7 3.9 0.6 79.8 6.4
困窮層 32 12.5 0.0 3.1 6.3 3.1 0.0 65.6 12.5
周辺層 86 7.0 0.0 3.5 2.3 9.3 0.0 75.6 3.5
一般層 561 5.5 0.4 1.6 3.2 3.2 0.5 84.3 2.9
困窮層 36 13.9 0.0 0.0 5.6 11.1 8.3 58.3 8.3
周辺層 79 10.1 0.0 5.1 0.0 2.5 0.0 75.9 6.3
一般層 499 5.8 0.4 1.2 1.6 3.6 0.4 82.4 6.0

全体

小学生

中学生

％
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問 49 あなたはこどもをもってから、以下のような経験をしたことがありますか。 
（あてはまる番号すべてに○） 

こどもをもってから、以下のような経験をしたことがあるかについてみると、「いずれも経験したこ

とがない」が 64.9％と最も多く、次いで「わが子を虐待しているのではないか、と思い悩んだことが

ある」が 15.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「いずれも経験したこ

とがない」の割合が低くなる傾向がみられます。 

母親・父親の成人前の逆境体験状況別にみると、「親から暴力を振るわれた」層では、「わが子を虐待

しているのではないか、と思い悩んだことがある」の割合が全体と比べて 20～30 ポイント程度高く

なっており、「こどもに行き過ぎた体罰を与えたことがある」「出産や育児でうつ病（状態）になった時

期がある」「自殺を考えたことがある」も 10 ポイント以上高くなっています。 

 

 
○クロス集計【⺟親の成人前の逆境体験状況別】 

 

○クロス集計【父親の成人前の逆境体験状況別】 

 

  

ｎ

配偶者（または
元配偶者・パー
トナー）から暴
力をふるわれた
ことがある

こどもに行き過
ぎた体罰を与え
たことがある

育児放棄になっ
た時期がある

出産や育児でう
つ病（状態）に
なった時期があ
る

わが子を虐待し
ているのではな
いか、と思い悩
んだことがある

自殺を考えたこ
とがある

いずれも経験し
たことがない

不明・無回答

1,714 5.0 8.5 1.1 13.5 15.9 6.2 64.9 3.7
困窮層 32 9.4 3.1 3.1 21.9 25.0 9.4 37.5 6.3
周辺層 86 9.3 5.8 1.2 19.8 19.8 7.0 61.6 1.2
一般層 561 3.4 7.7 0.7 13.5 16.6 6.2 68.4 2.0
困窮層 36 25.0 16.7 11.1 27.8 25.0 25.0 38.9 8.3
周辺層 79 10.1 12.7 2.5 15.2 21.5 15.2 51.9 3.8
一般層 499 4.2 10.0 0.4 11.4 14.4 3.2 66.5 4.0

％

全体

小学生

中学生

ｎ
配偶者から暴
力をふるわれ
たことがある

こどもに行き
過ぎた体罰を
与えたことが
ある

育児放棄に
なった時期が
ある

出産や育児で
うつ病（状
態）になった
時期がある

わが子を虐待
しているので
はないか、と
思い悩んだこ
とがある

自殺を考えた
ことがある

いずれも経験
したことがな
い

不明・無回答

全体 1,714 5.0 8.5 1.1 13.5 15.9 6.2 64.9 3.7

両親が離婚した 124 5.6 16.1 1.6 16.1 22.6 8.1 58.1 0.8

親が生活保護を受けていた 12 16.7 16.7 0.0 25.0 33.3 16.7 41.7 0.0

⺟親が亡くなった 17 11.8 11.8 5.9 17.6 11.8 0.0 64.7 0.0

父親が亡くなった 54 3.7 9.3 1.9 11.1 13.0 7.4 61.1 5.6

親から暴力を振るわれた 87 11.5 26.4 4.6 36.8 46.0 21.8 28.7 1.1

育児放棄（ネグレクト）された 15 20.0 26.7 6.7 40.0 66.7 26.7 13.3 0.0

いずれも経験したことがない 1,354 4.6 7.0 0.8 12.4 14.0 5.2 69.5 1.7

（％）

問47 ⺟
親が成人
する前に
した体験

ｎ
配偶者から暴
力をふるわれ
たことがある

こどもに行き
過ぎた体罰を
与えたことが
ある

育児放棄に
なった時期が
ある

出産や育児で
うつ病（状
態）になった
時期がある

わが子を虐待
しているので
はないか、と
思い悩んだこ
とがある

自殺を考えた
ことがある

いずれも経験
したことがな
い

不明・無回答

全体 1,714 5.0 8.5 1.1 13.5 15.9 6.2 64.9 3.7

両親が離婚した 107 5.6 14.0 2.8 12.1 19.6 7.5 57.9 1.9

親が生活保護を受けていた 5 0.0 20.0 0.0 0.0 20.0 20.0 40.0 0.0

⺟親が亡くなった 28 10.7 7.1 0.0 32.1 25.0 10.7 57.1 0.0

父親が亡くなった 47 8.5 4.3 0.0 25.5 17.0 4.3 53.2 0.0

親から暴力を振るわれた 66 12.1 19.7 3.0 24.2 36.4 18.2 39.4 1.5

育児放棄（ネグレクト）された 10 0.0 0.0 0.0 10.0 20.0 20.0 70.0 0.0

いずれも経験したことがない 1,367 4.2 8.0 0.8 12.9 15.3 5.6 68.9 1.5

（％）

問48 父
親が成人
する前に
した体験
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８ 公的サポートについて 

問 50 あなたは、こどもに関する施策等の情報をどういう⽅法で受け取っていますか。ま
た、今後受け取りたいですか。（あてはまる番号すべてに○） 

Ａ 現在の受け取り⽅法 

こどもに関する施策等の情報の現在の受け取り方法についてみると、「こうとう区報」が 82.4％と

最も多く、次いで「学校からのお便り」が 62.5％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「こうとう区報」「家族や友人

からの情報」の割合が他の層と比べて低くなっています。 

 

 

Ｂ 今後、受け取りたい⽅法 

こどもに関する施策等の情報の今後受け取りたい方法についてみると、「こうとう区報」が 57.1％

と最も多く、次いで「学校からのお便り」が 43.5％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層で「家族や友人からの情報」の

割合が他の層と比べて低くなっています。 

 

  

ｎ こうとう区報
江東区ホーム
ページ

江東くらしガイ
ド

区ＳＮＳ
（LINE・X（旧
Twitter）・
PIAZZAなど）

学校からのお便
り

こどもまつりや
区⺠まつりなど
の区の事業

窓口などの区の
職員

家族や友人から
の情報

その他 不明・無回答

1,714 82.4 30.0 3.2 20.8 62.5 9.7 1.2 36.9 1.2 6.0
困窮層 32 71.9 25.0 3.1 6.3 65.6 15.6 0.0 28.1 3.1 12.5
周辺層 86 86.0 19.8 7.0 20.9 72.1 8.1 3.5 39.5 3.5 4.7
一般層 561 85.4 29.8 2.1 20.5 72.9 15.2 0.7 41.7 0.5 4.3
困窮層 36 69.4 33.3 0.0 22.2 52.8 2.8 8.3 22.2 0.0 11.1
周辺層 79 86.1 39.2 0.0 16.5 67.1 10.1 2.5 36.7 2.5 2.5
一般層 499 84.2 36.9 5.2 25.7 54.7 5.4 1.4 37.9 1.8 2.8

％

中学生

全体

小学生

ｎ こうとう区報
江東区ホーム
ページ

江東くらしガイ
ド

区ＳＮＳ
（LINE・X（旧
Twitter）・
PIAZZAなど）

学校からのお便
り

こどもまつりや
区⺠まつりなど
の区の事業

窓口などの区の
職員

家族や友人から
の情報

その他 不明・無回答

1,714 57.1 28.2 5.7 31.5 43.5 9.0 3.6 21.5 2.2 22.8
困窮層 32 56.3 34.4 15.6 28.1 53.1 12.5 9.4 6.3 3.1 25.0
周辺層 86 66.3 20.9 12.8 39.5 62.8 9.3 4.7 27.9 2.3 17.4
一般層 561 59.0 26.7 4.6 33.9 52.2 13.2 3.4 26.4 1.2 19.1
困窮層 36 41.7 30.6 8.3 27.8 33.3 5.6 5.6 11.1 2.8 25.0
周辺層 79 54.4 31.6 6.3 27.8 48.1 10.1 6.3 21.5 5.1 27.8
一般層 499 60.3 35.5 6.6 33.5 36.3 6.6 4.8 21.0 3.2 18.6

全体

小学生

中学生

％
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問 51 あなたのご家庭では、以下の⽀援制度等は、これまでに利⽤したことがありますか。
利⽤したことがない場合は、その理由に最も近いものに〇をつけてください。 
（１つに○） 

Ａ 生活福祉資⾦ 

生活福祉資金の利用状況についてみると、「ない、利用したいと思ったことがなかった（そもそも制

度の対象外であった）」が 66.7％と最も多く、次いで「ない、制度等について全く知らなかった」が

22.6％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「ない、制度等につい

て全く知らなかった」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

Ｂ 生活保護 

生活保護の利用状況についてみると、「ない、利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の

対象外であった）」が 84.1％と最も多く、次いで「ない、制度等について全く知らなかった」が 5.3％

となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では生活困難層ほど「ない、制度等について全く知らなかっ

た」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

  

ｎ
利用したことが
ある

ない、利用した
いと思ったこと
がなかった（ そ
もそも制度の対
象外であった ）

ない、利用した
かったが、条件
を満たしていな
かった

ない、利用した
かったが、制度
等が使いづら
かった

ない、利用の仕
方がわからな
かった

ない、近くで利
用できるところ
がないから

ない、制度等に
ついて全く知ら
なかった

不明・無回答

1,714 0.5 66.7 1.3 0.1 1.0 0.0 22.6 7.9
困窮層 32 0.0 28.1 3.1 3.1 3.1 0.0 46.9 15.6
周辺層 86 0.0 58.1 4.7 0.0 1.2 0.0 33.7 2.3
一般層 561 0.5 73.1 0.7 0.0 0.9 0.0 21.0 3.7
困窮層 36 2.8 36.1 8.3 0.0 5.6 0.0 36.1 11.1
周辺層 79 0.0 59.5 2.5 0.0 0.0 0.0 31.6 6.3
一般層 499 0.6 73.5 0.8 0.0 0.2 0.0 20.8 4.0

中学生

％

小学生

全体

ｎ
利用したことが
ある

ない、利用した
いと思ったこと
がなかった（ そ
もそも制度の対
象外であった ）

ない、利用した
かったが、条件
を満たしていな
かった

ない、利用した
かったが、制度
等が使いづら
かった

ない、利用の仕
方がわからな
かった

ない、近くで利
用できるところ
がないから

ない、制度等に
ついて全く知ら
なかった

不明・無回答

1,714 0.5 84.1 1.5 0.2 1.2 0.0 5.3 7.3
困窮層 32 0.0 56.3 3.1 3.1 3.1 0.0 18.8 15.6
周辺層 86 1.2 83.7 2.3 0.0 1.2 0.0 11.6 0.0
一般層 561 0.5 88.8 0.7 0.0 1.1 0.0 5.3 3.6
困窮層 36 2.8 55.6 11.1 2.8 5.6 0.0 5.6 16.7
周辺層 79 0.0 86.1 6.3 0.0 1.3 0.0 1.3 5.1
一般層 499 0.4 90.2 0.8 0.2 0.2 0.0 4.8 3.4

全体

小学生

中学生

％
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Ｃ ⺟子及び父子福祉資⾦ 

母子及び父子福祉資金の利用状況についてみると、「ない、利用したいと思ったことがなかった（そ

もそも制度の対象外であった）」が 76.3％と最も多く、次いで「ない、制度等について全く知らなかっ

た」が 13.1％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では生活困難層ほど「ない、制度等について全く知らなかっ

た」の割合が高くなる傾向がみられます。また、中学生保護者では困窮層で「ない、利用の仕方がわか

らなかった」の割合が他の層と比べて高くなっています。 

 

 

Ｄ 児童扶養手当 

児童扶養手当の利用状況についてみると、「ない、利用したいと思ったことがなかった そもそも制

度の対象外であった）」が 71.3％と最も多く、次いで「ない、制度等について全く知らなかった」が

10.4％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では生活困難層ほど「ない、利用したかったが、条件を満た

していなかった」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

  

ｎ
利用したことが
ある

ない、利用した
いと思ったこと
がなかった（ そ
もそも制度の対
象外であった ）

ない、利用した
かったが、条件
を満たしていな
かった

ない、利用した
かったが、制度
等が使いづら
かった

ない、利用の仕
方がわからな
かった

ない、近くで利
用できるところ
がないから

ない、制度等に
ついて全く知ら
なかった

不明・無回答

1,714 0.4 76.3 1.5 0.0 1.2 0.0 13.1 7.5
困窮層 32 0.0 56.3 3.1 0.0 3.1 0.0 28.1 9.4
周辺層 86 0.0 76.7 2.3 0.0 0.0 0.0 19.8 1.2
一般層 561 0.4 81.5 0.4 0.0 1.4 0.0 12.8 3.6
困窮層 36 5.6 50.0 5.6 0.0 11.1 0.0 13.9 13.9
周辺層 79 0.0 70.9 6.3 0.0 0.0 0.0 17.7 5.1
一般層 499 0.4 82.0 1.6 0.0 0.4 0.0 12.2 3.4

全体

％

小学生

中学生

ｎ
利用したことが
ある

ない、利用した
いと思ったこと
がなかった（ そ
もそも制度の対
象外であった ）

ない、利用した
かったが、条件
を満たしていな
かった

ない、利用した
かったが、制度
等が使いづら
かった

ない、利用の仕
方がわからな
かった

ない、近くで利
用できるところ
がないから

ない、制度等に
ついて全く知ら
なかった

不明・無回答

1,714 4.9 71.3 4.6 0.1 1.5 0.0 10.4 7.2
困窮層 32 6.3 50.0 15.6 0.0 6.3 0.0 15.6 6.3
周辺層 86 7.0 68.6 8.1 0.0 3.5 0.0 10.5 2.3
一般層 561 3.0 78.4 2.9 0.2 1.2 0.0 10.7 3.6
困窮層 36 36.1 38.9 8.3 0.0 2.8 0.0 5.6 8.3
周辺層 79 6.3 68.4 7.6 0.0 2.5 0.0 10.1 5.1
一般層 499 4.6 76.0 5.2 0.0 0.4 0.0 10.4 3.4

％

全体

小学生

中学生
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Ｅ 児童育成手当 

児童育成手当の利用状況についてみると、「ない、利用したいと思ったことがなかった（そもそも制

度の対象外であった）」が 70.7％と最も多く、次いで「ない、制度等について全く知らなかった」が

13.2％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では生活困難層ほど「ない、利用したかったが、条件を満た

していなかった」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

Ｆ ⾼等職業訓練促進給付⾦事業 

高等職業訓練促進給付金事業の利用状況についてみると、「ない、利用したいと思ったことがなか

った（そもそも制度の対象外であった）」が 62.8％と最も多く、次いで「ない、制度等について全く知

らなかった」が 25.8％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層・周辺層で「ない、制度等につ

いて全く知らなかった」の割合が一般層と比べて高くなっています。 

 

  

ｎ
利用したことが
ある

ない、利用した
いと思ったこと
がなかった（ そ
もそも制度の対
象外であった ）

ない、利用した
かったが、条件
を満たしていな
かった

ない、利用した
かったが、制度
等が使いづら
かった

ない、利用の仕
方がわからな
かった

ない、近くで利
用できるところ
がないから

ない、制度等に
ついて全く知ら
なかった

不明・無回答

1,714 2.7 70.7 4.6 0.1 1.3 0.0 13.2 7.5
困窮層 32 6.3 43.8 15.6 0.0 3.1 0.0 21.9 9.4
周辺層 86 3.5 72.1 7.0 0.0 3.5 0.0 12.8 1.2
一般層 561 1.4 76.8 3.0 0.0 1.2 0.0 13.9 3.6
困窮層 36 22.2 44.4 11.1 0.0 2.8 0.0 8.3 11.1
周辺層 79 3.8 64.6 10.1 0.0 1.3 0.0 15.2 5.1
一般層 499 2.8 76.6 4.4 0.0 0.2 0.0 12.6 3.4

％

全体

小学生

中学生

ｎ
利用したことが
ある

ない、利用した
いと思ったこと
がなかった（ そ
もそも制度の対
象外であった ）

ない、利用した
かったが、条件
を満たしていな
かった

ない、利用した
かったが、制度
等が使いづら
かった

ない、利用の仕
方がわからな
かった

ない、近くで利
用できるところ
がないから

ない、制度等に
ついて全く知ら
なかった

不明・無回答

1,714 0.6 62.8 1.3 0.2 1.7 0.0 25.8 7.5
困窮層 32 0.0 34.4 6.3 3.1 6.3 0.0 40.6 9.4
周辺層 86 0.0 58.1 3.5 0.0 1.2 0.0 36.0 1.2
一般層 561 0.4 69.0 0.4 0.0 1.6 0.0 24.8 3.9
困窮層 36 2.8 36.1 2.8 2.8 5.6 0.0 36.1 13.9
周辺層 79 0.0 54.4 2.5 0.0 1.3 0.0 36.7 5.1
一般層 499 0.6 67.5 1.8 0.2 0.8 0.0 25.5 3.6

全体

小学生

中学生

％
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Ｇ 自⽴⽀援教育訓練給付⾦事業 

自立支援教育訓練給付金事業の利用状況についてみると、「ない、利用したいと思ったことがなか

った（そもそも制度の対象外であった）」が 63.6％と最も多く、次いで「ない、制度等について全く知

らなかった」が 25.8％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに生活困難層ほど「ない、制度等につい

て全く知らなかった」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

Ｈ 住居確保給付⾦事業 

住居確保給付金事業の利用状況についてみると、「ない、利用したいと思ったことがなかった（そも

そも制度の対象外であった）」が 59.7％と最も多く、次いで「ない、制度等について全く知らなかった」

が 29.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層・周辺層で「ない、制度等につ

いて全く知らなかった」の割合が一般層と比べて高くなっています。 

 

  

ｎ
利用したことが
ある

ない、利用した
いと思ったこと
がなかった（ そ
もそも制度の対
象外であった ）

ない、利用した
かったが、条件
を満たしていな
かった

ない、利用した
かったが、制度
等が使いづら
かった

ない、利用の仕
方がわからな
かった

ない、近くで利
用できるところ
がないから

ない、制度等に
ついて全く知ら
なかった

不明・無回答

1,714 0.5 63.6 1.2 0.2 1.4 0.0 25.8 7.3
困窮層 32 0.0 34.4 3.1 3.1 6.3 0.0 43.8 9.4
周辺層 86 0.0 60.5 2.3 0.0 1.2 0.0 36.0 0.0
一般層 561 0.4 70.1 0.4 0.2 1.2 0.0 24.1 3.7
困窮層 36 2.8 33.3 2.8 2.8 5.6 0.0 41.7 11.1
周辺層 79 0.0 53.2 3.8 0.0 1.3 0.0 36.7 5.1
一般層 499 0.6 68.9 1.2 0.2 0.2 0.0 25.5 3.4

全体

小学生

中学生

％

ｎ
利用したことが
ある

ない、利用した
いと思ったこと
がなかった（ そ
もそも制度の対
象外であった ）

ない、利用した
かったが、条件
を満たしていな
かった

ない、利用した
かったが、制度
等が使いづら
かった

ない、利用の仕
方がわからな
かった

ない、近くで利
用できるところ
がないから

ない、制度等に
ついて全く知ら
なかった

不明・無回答

1,714 0.6 59.7 0.9 0.0 1.6 0.0 29.7 7.4
困窮層 32 0.0 37.5 3.1 0.0 3.1 0.0 43.8 12.5
周辺層 86 1.2 51.2 1.2 0.0 1.2 0.0 45.3 0.0
一般層 561 0.4 67.7 0.5 0.0 1.2 0.0 26.4 3.7
困窮層 36 2.8 27.8 0.0 0.0 5.6 0.0 52.8 11.1
周辺層 79 0.0 45.6 2.5 0.0 1.3 0.0 45.6 5.1
一般層 499 0.8 63.9 0.6 0.0 0.4 0.0 30.5 3.8

％

全体

小学生

中学生
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Ｉ お部屋探しサポート事業 

お部屋探しサポート事業の利用状況についてみると、「ない、利用したいと思ったことがなかった（そ

もそも制度の対象外であった）」が 57.6％と最も多く、次いで「ない、制度等について全く知らなかっ

た」が 32.7％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層・周辺層で「ない、制度等につ

いて全く知らなかった」の割合が一般層と比べて高くなっています。 

 

 

Ｊ 受験生チャレンジ⽀援貸付事業 

受験生チャレンジ支援貸付事業の利用状況についてみると、「ない、利用したいと思ったことがなか

った（そもそも制度の対象外であった）」が 53.7％と最も多く、次いで「ない、制度等について全く知

らなかった」が 31.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層・周辺層で「ない、制度等につ

いて全く知らなかった」の割合が一般層と比べて高くなっています。 

 

  

ｎ
利用したことが
ある

ない、利用した
いと思ったこと
がなかった（ そ
もそも制度の対
象外であった ）

ない、利用した
かったが、条件
を満たしていな
かった

ない、利用した
かったが、制度
等が使いづら
かった

ない、利用の仕
方がわからな
かった

ない、近くで利
用できるところ
がないから

ない、制度等に
ついて全く知ら
なかった

不明・無回答

1,714 0.5 57.6 0.5 0.1 1.3 0.2 32.7 7.2
困窮層 32 0.0 37.5 3.1 0.0 3.1 0.0 43.8 12.5
周辺層 86 0.0 50.0 0.0 0.0 1.2 1.2 47.7 0.0
一般層 561 0.4 66.0 0.2 0.0 1.1 0.2 28.7 3.6
困窮層 36 2.8 27.8 0.0 0.0 5.6 0.0 52.8 11.1
周辺層 79 0.0 45.6 1.3 0.0 1.3 0.0 46.8 5.1
一般層 499 0.6 60.9 0.4 0.0 0.4 0.2 34.1 3.4

全体

小学生

中学生

％

ｎ
利用したことが
ある

ない、利用した
いと思ったこと
がなかった（ そ
もそも制度の対
象外であった ）

ない、利用した
かったが、条件
を満たしていな
かった

ない、利用した
かったが、制度
等が使いづら
かった

ない、利用の仕
方がわからな
かった

ない、近くで利
用できるところ
がないから

ない、制度等に
ついて全く知ら
なかった

不明・無回答

1,714 1.3 53.7 3.1 0.5 2.4 0.0 31.9 7.1
困窮層 32 0.0 34.4 6.3 6.3 3.1 0.0 40.6 9.4
周辺層 86 0.0 40.7 3.5 1.2 3.5 0.0 51.2 0.0
一般層 561 0.9 59.7 1.4 0.2 1.6 0.0 32.4 3.7
困窮層 36 13.9 22.2 5.6 0.0 5.6 0.0 41.7 11.1
周辺層 79 7.6 40.5 8.9 1.3 2.5 0.0 34.2 5.1
一般層 499 1.0 60.1 3.4 0.4 1.6 0.0 29.9 3.6

％

全体

小学生

中学生
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Ｋ 江東区まなびサポート事業（まなび塾） 

江東区まなびサポート事業の利用状況についてみると、「ない、利用したいと思ったことがなかった

（そもそも制度の対象外であった）」が 57.2％と最も多く、次いで「ない、制度等について全く知らな

かった」が 27.4％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層・周辺層で「ない、制度等につ

いて全く知らなかった」の割合が一般層と比べて高くなっています。 

 

 

Ｌ こども食堂 

こども食堂の利用状況についてみると、「ない、利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度

の対象外であった）」が 66.7％と最も多く、次いで「ない、制度等について全く知らなかった」が

9.5％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者では生活困難層ほど「ない、制度等について全く知らなかっ

た」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

  

ｎ
利用したことが
ある

ない、利用した
いと思ったこと
がなかった（ そ
もそも制度の対
象外であった ）

ない、利用した
かったが、条件
を満たしていな
かった

ない、利用した
かったが、制度
等が使いづら
かった

ない、利用の仕
方がわからな
かった

ない、近くで利
用できるところ
がないから

ない、制度等に
ついて全く知ら
なかった

不明・無回答

1,714 1.3 57.2 3.4 0.4 2.2 0.6 27.4 7.5
困窮層 32 3.1 15.6 18.8 0.0 6.3 3.1 40.6 12.5
周辺層 86 2.3 43.0 3.5 1.2 5.8 1.2 41.9 1.2
一般層 561 1.6 63.6 3.0 0.4 1.4 0.2 26.0 3.7
困窮層 36 5.6 19.4 8.3 0.0 8.3 2.8 41.7 13.9
周辺層 79 2.5 46.8 7.6 1.3 2.5 0.0 32.9 6.3
一般層 499 0.6 63.7 2.6 0.2 1.2 0.6 27.7 3.4

％

全体

小学生

中学生

ｎ
利用したことが
ある

ない、利用した
いと思ったこと
がなかった（ そ
もそも制度の対
象外であった ）

ない、利用した
かったが、条件
を満たしていな
かった

ない、利用した
かったが、制度
等が使いづら
かった

ない、利用の仕
方がわからな
かった

ない、近くで利
用できるところ
がないから

ない、制度等に
ついて全く知ら
なかった

不明・無回答

1,714 4.5 66.7 1.1 1.1 5.4 4.4 9.5 7.4
困窮層 32 3.1 25.0 3.1 0.0 15.6 15.6 25.0 12.5
周辺層 86 4.7 59.3 1.2 1.2 8.1 8.1 16.3 1.2
一般層 561 5.7 72.9 1.2 1.2 4.3 4.1 7.1 3.4
困窮層 36 5.6 38.9 8.3 2.8 8.3 11.1 13.9 11.1
周辺層 79 5.1 64.6 1.3 0.0 8.9 8.9 7.6 3.8
一般層 499 3.6 72.3 0.4 0.6 3.6 4.0 11.6 3.8

中学生

％

全体

小学生
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Ｍ 養育費確保⽀援事業補助⾦ 

養育費確保支援事業補助金の利用状況についてみると、「ない、利用したいと思ったことがなかっ

た（そもそも制度の対象外であった）」が 57.8％と最も多く、次いで「ない、制度等について全く知ら

なかった」が 31.9％となっています。 

学年・生活層別にみると、小学生保護者・中学生保護者ともに困窮層・周辺層で「ない、制度等につ

いて全く知らなかった」の割合が一般層と比べて高くなっています。 

 

  

ｎ
利用したことが
ある

ない、利用した
いと思ったこと
がなかった（ そ
もそも制度の対
象外であった ）

ない、利用した
かったが、条件
を満たしていな
かった

ない、利用した
かったが、制度
等が使いづら
かった

ない、利用の仕
方がわからな
かった

ない、近くで利
用できるところ
がないから

ない、制度等に
ついて全く知ら
なかった

不明・無回答

1,714 0.5 57.8 0.6 0.1 1.3 0.1 31.9 7.8
困窮層 32 0.0 28.1 3.1 0.0 3.1 0.0 53.1 12.5
周辺層 86 0.0 46.5 0.0 0.0 2.3 0.0 51.2 0.0
一般層 561 0.4 65.8 0.4 0.2 0.9 0.0 28.5 3.9
困窮層 36 5.6 27.8 5.6 0.0 5.6 0.0 44.4 11.1
周辺層 79 0.0 44.3 2.5 0.0 1.3 0.0 45.6 6.3
一般層 499 0.4 63.5 0.4 0.0 0.4 0.2 31.1 4.0

％

全体

小学生

中学生
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９ 自由記入欄 

問 52 あなたが今、困っていることや悩みごとがありましたら、ご自由にお書きください。 

困っていることや悩みごとについての意見の内容は、「手当て・支援制度に関すること」が 131 件で

最も多く、次いで「教育（学校・学業）に関すること」が 115 件となっています。 

 

カテゴリー 件数 

手当て・支援制度に関すること 131 

教育（学校・学業）に関すること 115 

家計（収入・支出・貯金）に関すること 68 

公園・図書館など公共施設、こどもの遊び場や居場所に関すること 42 

家庭に関すること 30 

こどもの育児・保育環境に関すること 25 

税金・年金などに関すること 25 

仕事に関すること 21 

医療・健康に関すること 20 

交通（利便性・安全性)に関すること 16 

その他 53 

※カテゴリー10 件未満のものは「その他」にまとめて集計。複数カウントあり。 
 

以降に、寄せられた意見を抜粋で掲載します（原則、原文のまま）。 

 

①手当て・支援制度に関すること 

 高校の無償化（所得制限なし）に取り組んでほしい。 

 世帯年収により、受けられない補助が多すぎます。税金を多く払っている恩恵を全く感じませんが、

もしそうなのであれば、せめて、学校にかかる費用はどの世帯でも一律にしてもらいたいです。 

 大学進学者の助成金（少子化）を充実してほしい。 

 障がい児への手当てを拡充させてほしい。（収入制限をなくしてほしい）。 

 医療費が 18 歳まで無料、給食費無料など大変助かります。しかし子供の教育費には本当にお金が

かかります。学費面のサポートを一番強化して頂きたいです。高い税金を払うのも仕方ないかと思

わせてくれる程のサポートがないので、不満な人が多いのでは？と思います。 

 軽・中度の障害児に対するサポートがあまりない。日常生活において、制限を少なからず受けてい

るのに。それに対するサービスが少ないのでもっと手厚くして欲しい。あと所得制限があるサポー

ト事業があまりに多いです。その分税金を多く払っているのに。収入で差別するのはおかしいです。 

 学習塾が高いので、支援金があると助かると思います。物価高が続いており、最近は値段重視で買

い物しているので、食卓が毎日代わり映えしない状況で残念です。家を探し中ですが、高値安定で

全く手が届きません。何か支援等があればと思います。子育て世帯応援事業電子クーポン配布とて

も良かったです。またお願いします。 
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 ４人の子供がいます。給付される所得の上限をなくしてほしいです。頑張って働いて、上限を超え

たら受け取れなくなることで、トータルの入ってくるお金が少なくなってしまいます。子供の数を

上限を超えてもカウントしてほしいです。第１子が中学卒業すると、第２子が第１子とカウントさ

れ支給されなくなったり、減額されます。でも扶養人数は変わらず色々と出費は続きます。 

 小さい頃より大きくなってから子どもにお金がかかること。大きくなると支援が少ない。 

 所得制限で手当てがもらえないことが多々あります。一生懸命働いているのに不公平だと思います。

働かないで手当てがもらえるのであれば、働き損な気がします。 

 中学から私立へ受験する子供たちが多い。中学の義務教育の間だけでも世帯収入関係なく、補助が

欲しい。世帯収入で制限があっても税金で引かれるため手元の残金は制限内の家庭よりも少なくな

っていることもある。教育の場を与えていくにはとてもつらい環境と感じている。 

 子供が複数居る家庭での子供の人数の数え方について。１番上の子が何才になっても３人目の子供

はその家庭において３人目であるので、上の子の年齢で子供の数が変わる現行の制度はおかしいと

思っています。 

 必要な人に必要な制度が利用できるように、周知してもらいたい。不正利用については、きちんと

監視してもらいたい。いつも有難うございます。 

 独り親になったが、サポートなどは全くされないという感じしかしない。 

 主人と別居している為、児童手当やその他母親が受け取れるようにして欲しい。 

 父子家庭であるが、母子家庭と比べると要件がきつすぎると思います。単純に収入だけで手当を切

られたが、正社員でまともに働いていると母子家庭と比べ時間もないし家事を全てやらなければな

らない。手当ぐらいいただきたい。 

 子供を育てる上でとにかくお金が掛かりますが国や自治体は所得が低い世帯の保障ばかりだと思

います。そのようなマイノリティを保護する前にちゃんと働き税金を納めている世帯に対しても取

り組んで欲しいです。正直、不平等に思います。 

 教育費はほとんどの子供が 20 歳まで必要なので、児童手当金が 18 歳又は 20 歳まであるとかなり

助かります。 

 中学、高校、大学と進んでいくと本当にお金がかかります。受け取れる制度や条件をもう少し広く、

緩くしたり、助成金や手当を増やしてほしいです。進学などで金銭的にあきらめたりしてほしくな

いです。やりたいことを思いっきりやらせてあげたいです。 

 単身赴任で二重生活となっているのに、所得制限があるため、色々な援助が受けられず不公平だな

と感じています。 

 子供に対しての支援が平等ではない事。我が子は難病がある為、歩行が出来なく日常的に車椅子に

乗っていますが、必要不可欠な物なのに、親の所得制限で区からの助成が出ません。助成が出て、

新品の車椅子を乗っているお子さんを見ると、とても不公平であると感じてしまいます。多く税金

を徴収するのであれば、子供に対する支援は平等にして欲しいです。 

 児童手当は子供全員平等にしてほしい。給食費がなくなるのはありがたいが、手当てよりもおむつ

券やシッター券など他の目的で使えるようなものにしてほしい。（現金だと親が使ってしまう可能

性があるため。）少し収入があると、塾代や学費にかかり生活が苦しいのは低所得者だけではない

こと理解してほしい。夏休み等長期休暇中は、午前や午後のみでいいから学校で勉強できるスペー

スを作ってほしい。 

 教育費の補助制度をもっと受け取り易くしてもらいたい。 
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 共働きが多い中、公立高の補助対象年収910万円は、ギリギリ越えそうな世帯では支出が多くなる。

年収限度額を高くして欲しい。 

 ダブルケア、困っているのは経済的問題、育児だけではないと思います。仕事、育児、介護を行う

のは経済的に問題がなくても大変です。収入が得られているのは努力しているからこそにもかかわ

らず、ほぼ何も支援が得られないのはおかしいと思います。 

 高校の学費は免除になっても、その他教材費や部活動費もあるので金銭面が不安です。子供３人の

家庭は学費の優遇がありますが、子供２人の家庭には何もないので不公平感があります。 

 特に困っている事はありませんが、困っている方をサポートするボランティアや寄付制度があれば

教えてください。 

 現在、保育園料は無料だが、私の時は毎日大学生の 1 人暮らし分程払っていた。貯蓄したいときに

出来なかった。今進学を控え、私立を選択させられない悩みがある。保育料の返還などがあったら

なと思います。 

 都営にお住まいの方達のほうが、安く駅に近かったり、車が持てたりと、マンション購入できる家

庭の方が生活が大変だったりもする。補助を受けて、楽な生活をしたいが為に同居(夫婦)している

にも関わらず、離婚し、籍を旦那さんだけ下の階の実家にしていると言っていました。それはどう

なんでしょう？生活保護はその為にあるのでしょうか？ 

 自分の周りにいる「ひとり親」の方が、旅行(しかも海外)や子供に留学させたりすることができて

いて、不思議…。一生懸命働いているのが、たまにバカらしくなる。給付の対象外になるからと仕

事量をセーブしていると聞いた時にはショックだった！ 

 

②教育（学校・学業）に関すること 

 今年度から子供が不登校になり、学校からはブリッジスクールの紹介もあったが、そもそも家から

出たがらない上、平日は仕事で家を空けている為フォローが出来ない。このような時に他の方はど

うしているのか等、事例を収集して情報開示して欲しい。如何せん、情報がなさすぎて、今後どう

すればよいか先行きが不安であります。 

 今後、中学受験を予定しているが、学費がとても高い（特に私立）為、兄妹を大学まで通わせるこ

とが負担に感じている。（学費を捻出する為、趣味や楽しみの回数を減らしたり、やりくりが大変

になってくると考えると不安が大きいです。） 

 格差なく勉強などの教育を受けられる社会であってほしいです。 

 PC の扱いです！強く思っていることを発言できてよかったです。これについては、よくママ同士の

話題になります。授業で使い方を教えていただくのはありがたいのですが、家に持ち帰らずに学校

だけで終わらせていただきたいです。使用時間、目的外使用、非常に多く耳にします。PCは、学校

のみで使用をお願いしたいです。 

 学校で使う教材や道具、また体操服や上靴など購入の度に高価だと感じる事がある。通販等で購入

できる汎用品を標準仕様としてもらえると有難いです。 

 教育について。特性に困っている子供へのフォローを手厚くして頂ける環境を整えて欲しいです。

各学校に支援級の設置等、どの学校へ通っていても困った時に転学ではなく転籍の選択ができるよ

うにしてほしいです。 

 学校での補習をもう少し充実させてほしいです。塾の費用にあまりにもかかりすぎており、学校と

いう場所を使って、塾の講師の派遣を充実させるなど、ご検討お願いします。（すでに制度として
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あるようですが、基本は学校の先生が行なっていると聞いています。民間の力で安く、子の力がの

びるのであればより良いと思います。） 

 経済格差による教育格差への心配。放課後子どもたちが安心して過ごし、活動出来るようになった

らよいと思う。（夏休み等長期もあるとよい。）共働きなので（多いので）、子供をみる時間は平日は

厳しい。 

 子供が、不登校とまではいかないのですが、学校を休むことがよくあります。そんな時に気軽に行

ける居場所や、勉強をみてもらえるところが近くにあるとうれしいです。また、学習障害について

相談できる所があればと思います。小学校では話は聞いてくれますが、それ以上の対応は難しいよ

うです。 

 学校が楽しくなるよう子どもが考え主体的に活動する授業や学習が増えるといいなと思います。

（今の担任の先生の授業の方法が素晴らしいので広がるといいと思っています。）そのために学校

の先生の負担を減らしてほしいです。支援員を増やしたり丸つけや事務をしてもらったり、通知表

を簡素化または廃止したり、部活も民間のコーチにしたり…。先生方や子どもたちで楽しい学校に

して過ごしていけることを願っています。 

 区立小中学校の教師の質が低下していると感じる。教師が問題を起こした場合にその情報が学校か

ら保護者に伝わって来ない。 

 子供の学力が伸び悩んでいる。 

 学校の教員が不足している問題は、早急に解決してほしい。 

 学校完結型の学習環境が整うことを願います。塾代に負担を感じます。 

 教育費（学費や交通費、昼食代）が負担。私立の学校へ行っている子供への所得制限無しの金銭的

支援が欲しい。余裕があるから私立に通わせているのではなく、公立の質に不安が強くあるため私

立に通わざるを得ないという実情に気付いてほしい。 

 私学に就学している場合、区の教育情報があまりありません。中学生向けのアクティビティの情報

がわかりにくいです。 

 学校のグラウンドを土日でも平日でも、いつでも子供たちが使えるようにしてほしい。公園ではボ

ール遊びが禁止されているので、スポーツの機会を失っている。 

 保育園、小学校共に発達障害について勉強不足の先生が多く、実態として対応ができていない。も

しくは、不適切と感じることが多い。多様性は発達障害の子も個性として、柔軟に対応できる体制

がほしい。古い教育理念をお持ちで、現場は表面で謳っているのとかけ離れている。みんな同じこ

とができるのは、当たり前ではない。ギフテッドに対する理解、対応も不十分というかほぼゼロに

近い。もっと柔軟な教育対応を求めたい。こうした声や意見、ちょっとしたことを伝えるシステム

がない。学校のホームページでは欠席連絡のみ。学校が保護者の意見や声を普段から受け付ける体

制と仕組を。 

 小中学校の子供のかばんが重すぎる。10㎏以上ある日もあるが、学校に教科書を置いておくのは禁

止。子供達、疲れ切っています。背骨にも悪いし、改善してほしい。学校に何度も話すも、改善な

し。 

 

③家計（収入・支出・貯金）に関すること 

 ここ１年半前より電気代等、物価が異常に高くなり、生活費が費用にとられて、生活がくるしくな

ってます。 
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 収入は増えないのに物価はどんどん高くなるので、なかなか貯蓄ができず困っています。 

 子供の成長に伴い教育費の心配があります。子供の希望する進路を応援したいが、家のローン、老

後の心配など不安がつきません。 

 学校で使うノートなども費用がかかり大変です。文房具手当などあると助かります。 

 将来学費が払えるかが不安。 

 生活保護を受ける程ではないけれど、生活が厳しい世帯はたくさんあるはずです。そういった家庭

への支援も考えてほしい。 

 家計としてはゆとりは有るほうだと思うし、家族関係に大きな問題はないと思う。とはいえ、フル

タイムで働きながら子供を３人育て、かつ近所に住む老親の介護サポートをする事はなかなか大変

ではあります。子育て世帯に優しい施策、子供まんなかの施策の推進を是非お願いします。 

 経済的理由で子供に十分な事をしてあげられない事が悩みで、子供の高校入試、大学受験など先々

の事がとても心配です。 

 お金が足りない。教育費がかかりすぎる！親は我慢しかない。返済不要の奨学金を増やしてほしい

（種類、人数）。 

 江東区はどこも住居費が高くて収入に対する家賃の割合が大きくそれで生活が圧迫されます。 

 「家計に関する質問」を見て、胸が詰まりました。同じ江東区で、もしこのような苦境におられる

ご家族があるならとても悲しいです。自分たちにできる支援の情報があれば是非知りたいです。 

 子供４人が大学進学を希望しているが、教育費が払えるのか、不安でしかありません。家庭の都合

で子供の将来を奪いたくないです。我が家じゃなければ良かったと思われないような安定した生活

を希望します。 

 「所得の水準」「経済的な理由」にギリギリ当てはまらないわが家は、物価が上がり、給与が上がら

ない状況で、自力で生きていかなければならないので、一見裕福そうだけど、ものすごく背伸びし

て頑張って生きている状況です。子供には食べさせ、教育を受けさせたいという気持ちを一番大切

にしているのが親ですので、今後大学まで考えると、払えるのか心配です。そして自分は死ぬまで

働き続け、そもそも健康でなければならない…。親世代が一番夢がないのかも…。 

 子供が成人するまで収入がちゃんと得られるか、これから必要な学資が収入でまかなえるかどうか

がとても不安です。 

 子供３人の教育費が足りないので、下の子二人を本当なら学習塾に入れたいが出来ない事。 

 とにかくお金が無い。子供、男の子（中三、高一）で食べ盛り。一人親ですが年収がギリギリアウ

トで手当を貰えず。今は貯金を切り崩して生きていますが、この先が不安です。 

 色々な物の値上がりが困ってます。子供の英検等の検定料も高いのでもう少し安ければいいと思い

ます。 

 仕事が忙しく子供と向き合える時間が少ない。物価が上がっているが手取りは減っているので様々

な事で制限を感じる。子育てに掛かるお金が大きい。育児、家事など女性の負担が大きい。 

 

④公園・図書館など公共施設、こどもの遊び場や居場所に関すること 

 キッズクラス Aでも土曜日学童が利用できると助かります。（夫が出張でいない事がある為） 

 キッズクラブの夏休み運営時にお昼（宅配弁当など）が頼めるシステムにして欲しいです。 

 子供達が遊べる公園が少ない。（ボール遊びや大声を出していると注意され、のびのびする場がな

い）。 
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 近くの公園でボール遊びを解禁して頂けると有難いです。自由に使える球技場が足りないです。 

 毎日、食事を作る事が大変ですが子供の体の為に食事を頑張って作っています。気軽に子供だけで

も行ける食堂が有ったらいいなと思います。 

 図書館の学習スペースが、土日は特にすぐ埋まってしまい、なかなか席が取れない。自宅学習がで

きない方向けに、土日だけ学習スペースとして、開放する場を設けてはどうか。 

 豊洲６丁目の周辺が開発されて、また高層マンションやオフィスが増えることを残念に思っている。

せっかく広々として景色が良いので、もっとスポーツ施設や観光スポットや、くつろぎの場所など、

住んでいて心地の良い街づくりをしてほしい。都心なのにゆったりとして自慢できる環境なのにも

ったいない。 

 不登校で悩んでいるが、もう少し近くにフリースクールなど学校以外の居場所があると通う気持ち

になるかもしれない、と思っています。 

 習い事をしてではなく、ただ、友達と思いっきり身体を動かして、遊ぶ為の場所が少ないと感じる

事があります。遊ぶ＝騒音として捉えられてしまい、子供が邪魔者にされていると感じる事があり、

悲しいです。全体的に子供に対する見方が厳しくなっていると感じます。 

 子供が一日中、自習できる場所を増やしていただきたいです。図書館では飲食できないので、お昼

に弁当を食べられません。私語も不可です。交流プラザのようにお友達と問題を出し合えるくらい

の、私語 OK の場所がもう少しほしいです。起立性調節障害へのサポートがいただきたいです。治

療、通学、勉強の遅れなどです。よろしくお願いします。 

 バスケットコートを深川地区にもっと増やしてほしい。 

 

⑤家庭に関すること 

 夫（子供にとって父親）から子供への暴力（肉体的または言葉の）。夫はキレるとすぐに手が出るの

で、自分がいない間、子供に手を出していないか不安な事もある。また直接私から嫌な話をすると、

いつキレて手を出されるか分からないので、子供と私は怒らせないようビクビクしながら生活して

いることもある。 

 夫と子育てに対する考えや熱量が違いすぎると感じます。仕事が多忙なので、物理的に子供と接す

る時間が少なく仕方がないところもありますが、自分の子供の月齢くらいの子供が出来る事、考え

られる事など、わかっていないと感じることが多いです。個人差や家庭によっても違うと思います

が、同じ親なのに子供に関することはほぼ母親の私がしている状況で、おかしいなと日々悶々とし

ます。 

 幼児期と比べると減りましたが、母親、父親共に余裕がない（精神的に）状況が続き、感情的にな

ってしまうことがあります。カウンセリングなど気軽に相談できる機会や場所がもっとあれば…と

思います。 

 ちょうど先月に離婚したところでお金の事でいろいろと悩みが有ります。１人で３人の子供を育て

られるか心配です。 

 兄に重度の知的障害が有るので通所している施設がお盆や年末年始で休所の際にパート仕事で休

めないので子供に看て貰っている。兄は 20 才でオムツをしていて一人ではトイレも出来ないので

弟に世話をして貰うのは本当に心苦しい。兄が成人前には世帯収入で引っ掛かり各種給付金が貰え

ず、さらに上の今は社会人の長男が私立の理系大学へ進学したので蓄えを使い切ってしまい、子供

のこれからの進学にパートは止められない。兄のショートステイ等も希望者が多くてなかなか入れ
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ずこの先が不安です。 

 父親との教育方針の違い。 

 別居したばかりの為、昨年と今年では状況が 180 度変わってしまい、答え辛い、又は、どう答えて

よいか分からない設問がいくつかありました。離婚が出来ていない為、表面上の世帯収入はとても

豊かなのですが、実際には子供二人を養育するのにとても困っています。 

 夫婦関係が悪く、２、３年夫婦で会話をしていない。このままでよいか考え中。子どもは離婚しな

いでほしいと言われるが。夫の気持ち、波についていけず、疲れる。しかし、子どもはかわいい。 

 

⑥こどもの育児・保育環境に関すること 

 子どもの反抗期に少し悩んでいます。でもよくあることなので、しばらくは様子見です。こういう

ことをもう少しライトに話せる場所があるといいと思います。（今の仕組みでは重要度が高い人し

か利用できないので。） 

 兄弟が４人いますが、１番上の子が発達障害（ADHD）です。高校進学や大学など、今後の進路に対

しての不安があります。又、自営業で低所得なのも悩みです。 

 思春期の娘が突然イライラ不機嫌になると、つい親もイライラとケンカのようになってしまう。良

い対処法が知りたいです。 

 公園などで遊んでいる子供達の中にはマナーが悪い子もいて、お菓子の包みをポイ捨てしたり、靴

を投げて遊んでいたり、遊具を汚したり小さい子をいじめる子がいます。しかし、うっかり注意す

ると不審者として通報されたりしそうで迷ってしまいます。また、それが原因で自分の子がいじめ

にあうと困るので結局注意出来ずにいて困っています。 

 不登校の子どもと発達障害の子ども２人に困っています。相談をしたり、カウンセラーさんと面談

したり、少しずつできることはしているのですが、日々心配で不安で周りの顔色をとても気にして

しまいます。子どもの自己肯定感も下がってしまい、なかなか親子ともにポジティブな気持ちにな

れず悩んでいます。 

 物価高で出費が多く、教育費を貯められるか不安で仕方ありません。小５の息子には、LD（書字）

がありますが夢に向かって必死に苦手な国語も頑張っています。成長に連れて悩みも深くなってく

ると思いますので、子供自身も相談できる窓口など様々支援して頂ける機関があると有難いです。

よろしくお願い致します。 

 若い頃から中学生が出来るボランティア、地域で出来るものが有れば発信して欲しい。 

 子供が努力をしない友人とばかりつきあっていて、向上心を無くしてしまっている様に思う。 

 発達障害のグレー寄りの子供を育てるにあたり、悩みを相談する場所はあっても、具体的なサポー

トは結局、親がやるしかなくて気力が持たない。十数年単位で続けると、暴力に繋がると思う。 

 子供のゲームのやり過ぎに悩んでいる。言葉遣いが悪い。 

 

⑦税金・年金などに関すること 

 税金の金額を決める時に子供の人数を加味していただきたいです。子供３人を大学に行かせること

が出来るかとても不安です。 

 所得制限で大抵の公的支援は受け取れません。多くの税金を長く払っている（納めている）のは日々

身を粉にして働いているからです。それが報われない世の中は、女性の労働が報われない世の中と



第３部 子育て世帯生活実態調査結果 

370 

いう事です。サラリーマンの妻が優遇される世の中も、いつまで続くでしょうか。おかしな公的制

度が、働く女性を、そして働く母親の社会的地位を押し下げているように思います。 

 住民税が高いので下げてほしいです。子供への手当てをもっと増やしたり、形を変えて支援してほ

しいです。 

 現時点では児童手当の特別給付を頂けていますが、もう少し収入が上がると手当がなくなります。

ものすごい高収入であればよいですが、そうでもないのに手当はなくなり、税金は高くとられると

いう損をしている収入帯の方が多くいると思いますので、そこへの対策を検討して欲しいです。 

 税金を大切に使って欲しい。お金に困っている人は、生保や低所得者だけではない。所得の少しの

違いで手当てや給付金がもらえないのは、平等ではない。一生懸命に働いている事が、バカらしく

なる。その知らせの度に、働くことへのモチベーションが下がる。税金は、本当に困っている人に

使って欲しい。 

 江東区が子供を育てる環境が日本一であるように、税金を使って下さい。江戸川、渋谷区に負けて

いる感じがして区民としてつらいです。 

 税金ばかり高く取り、子供手当は所得制限で少なく、頑張って塾に通わせても私立高校の補助金も

対象外で 100％負担しなければいけないのは不満です。子供は平等であるべきではないでしょうか。

子供達は、そんな現状に嫌気をさし、働いたら負けだと言っています。頑張るだけ累進課税で損を

することを知っているからです。子供達が将来に頑張って働きたい、子供を産みたいと思える世の

中にして欲しいです。 

 高い税金を払っているが、使途が不明。本当に苦しんでいる方々に支援が行き届いておらず、中途

半端に権利を主張している家庭の声に耳を傾け過ぎ。これでは未来ある子供が育つ環境には程遠い

と思う。 

 子育て世帯に対する負担が大きいと感じてます。世間的には年収が多いかも知れませんがそれを理

由に手当を無くされたり減らされたりする事が多く不当だと感じます。特に税の負担については疑

問が有ります。生きて行く為に必要な食料、生理用品に課税する必要性がどこに有るのでしょうか。

又、社会保険料の負担割合が 2000 年に比べて大きくなってますのでこれらが子育てへのしわ寄せ

になっていると感じます。 

 

⑧仕事に関すること 

 パートで働いている。130 万の壁で働きたくても働けず会社に迷惑がかかっている。働いているの

に手取りが減るのはおかしい。 

 仕事が忙しすぎて子供に関わってあげられる時間が限られています。仕事と育児が無理なく両立で

きる社会にならなければ、仕事をして社会にも貢献したいと思う女性は増えないと思います。仕事

をやっていて良かった、仕事をするとこんなにもメリットがあると思える社会にしていただきたい

です。また、支援は本当に必要な人のところに届けていただきたいと思います。 

 夫の海外駐在と育児でキャリアが中断された。再就職しようにも年齢やブランクが足かせになり難

しい。世間からも今時専業主婦なんてと冷ややかな目で見られる。 

 定年が伸びたので 65 歳まで働かないといけないのが心配。健康で働けているうちは良いが特に保

証が無いので病気になった時が心配である。 

 子供たちの就職について、一部の大手企業は賃上げがありそのような企業に就職できれば守られ安

定した生活が送れるが、そうなれない若者達は、夢や理想が描けません。親として、子供たちの将
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来を考えると正直不安しかないです。勝ち組と負け組のような二極化がすすむとおもいます。 

 保護者の勤務がシフト制なため、子どもと休日が同じになる事が少なく、月に 1日しかない事もあ

り、家族揃っての時間を持つ機会がなかなかありません。旅行にも行けず、子どもがかわいそうと

感じる事もあります。愛知県では、年に３日学校を休む事ができる「ラーケーションの日」という

制度を導入したそうです。是非江東区でも取り入れていただけたらと願っています。 

 両親がフルタイムで働いており、子供のことに手がまわりません。特に、母は仕事で疲れて、寝る、

起きる、ご飯を食べさせることで精一杯です。もう少し、余裕のある社会になってほしいです。お

金を稼ぐばかりが幸せではないということを子供たちに学んでほしいです。 

 

⑨医療・健康に関すること 

 最近体力の低下を感じます。主婦が手軽に参加できるジムやエクササイズ教室を区が行ってくれる

と嬉しいです。それか、40 代の主婦のジム費用を補填してくれたりしたら嬉しいです。 

 子供の盗み癖、母親の財布から１万、５千円など札で盗む。父親が母親を責める。子供が５年生な

のに友達におごったり、服や靴を買ってくる。誰に相談したらいいのかわからない。児童精神科を

増やして欲しい。児童精神科が無くて困っている。 

 学校の歯科検診で歯並びを毎年注意されるが、自費で高額な為、なかなか歯並びの治療はむずかし

い。美容の為ではないので、子供の歯並びに関しては医療費の対象として欲しい。（子供の健康の

為） 

 子供の発達で悩みや心配点があり学校や病院と連絡を取っていますが、全てこちらからアプローチ

や問い合わせをしないと対応や教えを受けられません。自分で調べていかなければならず、積極的

に情報提供してほしいです。 

 子供の心の健康について日々悩んでいます。学校以外の時間をゲームに費やすので、将来が不安で

す。休日にお出かけに連れていきたいのですが、本人が行きたがらない、無理に設定すると「自分

の思いを無視していじめる」と言われてしまう。 

 医療制度(子供)を高校まで無償化していただけると助かります。子供手当の充実化をお願いします。 

 子供の偏食がひどく、栄養のある食事が充分にとれているか心配。子供が ASD のグレーゾーンでは

ないかと思っているが、それをどの機関に相談したらよいかわからない。今後の育て方について不

安がある。 

 子供の事で気軽に相談できる場所が無い。病院や受診科等、何処に行けば良いのか分からない。 

 高校生になると大人と同じように医療費が掛かる事が不安です。子供はしょっちゅう体調が悪いと

か肌荒れ、眼のトラブル、骨が痛いなどと言いますが今のように気軽に病院に行かせられる自信も

無いし、親不在の際に病院に行きたくても手持ちの現金が無ければ直ぐに病院に行けないという現

実も有ります。 

 この調査対象の子どもは、要介助の重症心身障害児です。その為、子ども用は記入できず、こちら

のみ送付いたします。区の制度や支援の方々のサポートで、つぶれることなく孤立することなく暮

らしていくことができていますが、24h 要ケアのため、特に母の負荷が大きいです。この調査の主

旨とは違うかもしれませんが、障害児関連の手続きの簡略化、オンライン化等、願います。 
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⑩交通（利便性・安全性)に関すること 

 私立中受験を考えているが東西線混雑がネック。駅近隣の駐車場が少なすぎ、且つ常に満車、新規

契約も難しく保育園送迎時代から困る。（東陽町、南砂町で体験） 

 公共機関で江東区内を移動する事が多いので、出来るだけ早く地下鉄８号線を延伸してほしいです。

自宅から豊洲に行く時は、区内にも関わらず一時間程度かかるためとても不便です。理想は、３～

４年で実現してもらえると親も子も助かります。 

 子供たちの通学路で、ガードレール等のない大変危険な場所があり、いつも子供たちの安全を心配

しています。子供たちの命を守るために、税金を使っていただきたいです。 

 自転車の乗り方教室をしっかりやるべき。シルバー、親、子供全て。マナーが悪いし、とても危な

い。小さな子が公道で自転車、スライダーをやるなども制限をした方がよい（公園推奨）。シルバ

ー、子供はヘルメットを義務化する！シルバーの車の免許も 75 才以上は更新を厳しくするべき！

タクシーや大型車運転手も気をつけてほしい！ 

 

⑪その他 

 江東区はマンションだらけで時々息苦しいなと思います。花火やスカイツリーが年々見えにくくな

っているのがなんだかさびしいです。緑豊かな江戸、下町情緒あふれる楽しいやさしい町になると

良いなと思います。 

 町内会、自治会、PTA 活動など、役員の負担が大きく、家庭に影響する。働くことも出来ず、家族

のサポートがなければアリ地獄です。 

 こういったアンケートはいつも調査するだけでフィードバックが全くない事がほとんど。調査だけ

してやった気にならずに、対策を考えて実行して下さい。責任は大きいと思います。 

 こういうアンケートは、ネットやスマホ経由で回答できる仕組みもあるとよいと思います。 

 水害対策を継続して行ってほしい。 

 マンション内のラウンジや、近所のカフェなどにて、教育熱心すぎる(周りの目を気にしないでき

つい口調で子供に指導する)親御さんが増えてきている気がします。教育虐待の予兆ではと心配に

なります。 

 近隣の喫煙者のマナーが悪く、外に出て来て朝・午前・昼・午後・夕方・夜と喫煙していて窓を開

けられない。子供に害やアレルギーの私にはきつい。区としてしっかり対応できる窓口を用意して

欲しい。オリンピックが終わってから行政は見て見ぬふりをしている。飼い犬も同様に最近は猫も

杓子も飼っていて、電柱や道路に糞や尿をそのままにしている人間も多く、本当に困っている。賃

貸住宅も増えているのも影響している。 

 外国人ですので、日本の方の友達があまりいません。話をできる人がいません。日本の教育法につ

いて習いたいです。よろしくお願い致します。 

 亀戸の街並について、同区南部に比して、街灯が暗い。ゴミや路上の劣化が目立つ。将来、住み続

けたくならないこと。 


